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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第二十九章　見た目で選んで何が悪いの!?









「結ゆい納のうまで、いっちゃったって!?」

　マスミは目を剝むいた。

「それじゃ事実上、婚こん約やくしちゃったってことじゃない!!」

「そ」

　と、エリザは頷うなずく。

「この度たび、レオナルド・リチャード・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅨ世とビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーとは、目め出で度たく御婚約され、晴れてフィアンセの間あいだ柄がらとなりました……」

「婚約者……いえ、許嫁いいなずけと呼んだ方が、しっくりくるかな」

　マスミにはマスミの、エリザにはエリザの感かん慨がいがあった。

　そしてもう一人、イリナにはイリナの──。

「あたしは絶対、諦あきらめないわよ！」

「もういい加か減げんに、負けを認めなさいよ」

　とエリザ。

「そうよ。往おう生じよう際ぎわが、悪いわよ」

　とはマスミの弁。

「まだ負けたわけじゃないわ。たかが婚約しただけじゃない！　世の中には婚約破は棄きしたカップルの、なんと多いことか!?　シゲチヨくんの一発逆転の目、まだないとは言えないわ！」

「あんたはホントに、キサラの友だちか……？」

「自分たちだって、キサラの結婚トトカルチョのネタにしてるくせに、言えた義理か!?」

「それは、そうだけど──」

　苦しい言い訳わけの、マスミ。

「それでもあたしたちは、キサラの幸せを祈って、そっちに賭かけてるもん！」

　つまりは賭かけのネタにしたことは認めたと、そういうことになる。

「へ～」

　イリナはここが正しよう念ねん場ばと、踏ふん張る。

「あのラップ入りぼんぼんと結ばれることが、キサラの幸せだと、本気で思ってるわけ？」

「そりゃ、ね」

　エリザは言った。

「だって、お金持ちだし……」

「お金で買えない、幸せだってあるわ」

「という言葉があるってことは、金で買える幸せの方が圧あつ倒とう的に多いってことよ」

「確かに……」

　エリザとマスミ、揃そろって認めた。

「実際、羨うらやましいのよねえ……」

「って言うか、キサラには勿もつ体たいないって感じ……」

「でしょ!?」

　とイリナ。

「まったく、あんな超タカビーワガママ娘の、どこがいいんだか……」

「シゲチヨくんに、訊きいてみたら？」

「言える……」

「彼、ショックだろうな」

　とエリザ。

「落ち込んでるんじゃない？」

「それが、意外に元気よ」

「と言うか、健けな気げ」

　マスミは笑いながら、

「僕ぼく、キサラの幸せのためなら、耐たえる……ですって」

「似にてる似てる！」

　大笑いの三人。マスミの背後に、シゲチヨの耐える表情が浮かんだ。

「あたしなら、むしろ喜ぶけどなあ……」

　エリザも突つっ込む。

「それであの悪あく魔まと縁えんが切れるなら、喜んでくれてやるわよ」

「とは言い切れないところが、複雑なのよねえ……」

「まったく縁は異なものね」

「じゃ、シゲチヨくんは──」

　マスミは言った。

「これでフリーね」

「そういうことに、なるか」

「もらい！」

　すかさず叫ぶ、エリザ。

「あっ、ずる～い！」

　実はマスミも、狙ねらっていた。

「抜ぬけ駆がけ、なしよ！」

「甘い！　たとえ親友でも、これだけは別じゃ。一生の問題だもの」

「それにしてもシゲチヨくん、大人気ね」

　呆あきれつつも、自分も密ひそかにツバを付けたいイリナ。

「そりゃそ～だよ」

「何と言ってもキサラが教育しておいてくれたおかげで、後が楽よね」

「その点だけは、キサラに感謝しないと……」

　女三人寄れば姦かしましいを地でいく三人娘。

「とにかくシゲチヨくんに関しては、三人揃ってスタートラインということで、いいわね？」

「あら、イリナは彼に、キサラを奪だつ還かんして欲しいんじゃないの？」

「そうよ。あんたに資格はないわ」

「賭は賭、結婚は結婚よ！」

　イリナも譲ゆずらない。

「それにあたしは、一いつ貫かんしてシゲチヨくんを応援してきたんだもの。権利はあるわ」

「利害で……」

「でも、ここまで来たらもう、後は式だけね」

「そ、後あと戻もどりはできないわ」

　エリザは瞳ひとみを潤うるませ、

「なんたって、相手は銀河一の大だい財ざい閥ばつ！　一度告知した婚約は、ひとつの事業よ。いま披ひ露ろう宴えんを中止するということは、莫ばく大だいな損害を出すということだわ。言っちゃ悪いけど、タイラー家にその穴を埋うめるだけの財力はさすがにないわね」

「そうかも……」

「結婚後の名前は、どうなるの？」

「それが聞いて驚おどろけ」

　エリザは大おお袈げ裟さに前振りして、

「さらにマリッジ・ネームが増えて、エカテリーナ・ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー・フヨウⅨ世になるんだって！」

「ほとんど寿じゆ限げ無む寿限無の世界ね」

「笑いごとじゃないって……」

「あの蓮はすっ葉ぱの、どこがエカテリーナじゃ!?」

「あら、案外いいんじゃない？」

「そうよ、どちらも『女帝』だしぃ……」

「で──」

　マスミの疑問。

「仲なこ人うど……結婚の媒ばい酌しやく人にんは誰だれがやるの？」

「ちょっと前なら、アンダーソン退たい役えき元げん帥すいだったんだろうけど……」

「さすがに、御ご高こう齢れいだから──」

「それが大笑いよ」

　エリザは言った。

「なんと噂うわさでは、ヤマモト元帥夫妻になるんじゃないかって……」

「まさに大笑いね」

　イリナの反応は、冷ややかであった。

「何が哀かなしゅうて、自分の息子をフッた相手の媒酌人を務めにゃあかんの!?」

「あら、でもいいんじゃない？」

　マスミは真顔で、

「あたしだったら、喜んで引き受けるけどな……。なにしろ自分の息子の生き血を啜すすってきた『悪魔』と、縁が切れるんですもの」

「それは言える……」

「大変！」

　時計を見ながら、マスミ。

「気がついたら、勤務時間よ！　懲ちよう罰ばつ喰くらっちゃう!!」

　知らず知らずの間に、二時間以上ダベッていた。

「それにしても、堪たん能のうさせてくれるわよね、この話題」

「まったく……」

「あ～あ、今日はキサラさんを肴さかなに、二時間もダベってしまいましたとさ」

「めでたしめでたし……ってか？」

「イリナ、次はいつ会える？」

「ちょっぴり長い勤務だから……次の折半直ドツグワツチ（早番）までは無理ね」

「あたしも。事務職って、これでけっこう忙いそがしいのよね」

「経理もね」

　三人はそれぞれに、基地のカフェを後にする。

「じゃ、次までに、新しい情報仕入れていらっしゃいよ」

「そっちもね」

「さあ、本腰入れて、根ね掘ほり葉掘り探さぐり出すぞォ～！」

「エリザはいいわよね。情報部勤務だから……」

「ほっほっほ、同じ少しよう尉いでも、あんたらとは出来が違う。情報部のオトコども、あたしの魅み力りよくで籠ろう絡らくすれば、口が軽い軽い……」

「もっと探り出すのよ。結婚に関する美お味いしい情報、全部！」

「叩たたけばいくらでも、出そうね」

「こっちはキサラの弱味も、全部握にぎってるし……」

「同期の強味よね」

「ダメよ。式で暴ばく露ろするんだから、それまで握ってないと！」

「でも、小出しにしたいこの気持ち」

　友だちって、一体……。

「そうか。式かあ……。何を着ていこうかなあ……」

「それより悩なやみは、御ご祝しゆう儀ぎの額よ」

「かねて示し合わせの、『友だち価格』でいいんじゃない？」

「甘い！　こっちの番になった時、見返りに響ひびくって！　ここは借金してでも奮ふん発ぱつしておくべきよ」

「それもそうよねえ……」

　話題は尽つきぬ乙女おとめたち。完全に遅ち刻こくである。御祝儀の額はともかくとして、罰金徴ちよう収しゆうは、免まぬがれまい。




「『角つの隠かくし』とは、よくぞ名付けたものよねえ……」

　衣い裳しよう合わせの白しろ無む垢くを見やりながら、ユリコはしみじみ言った。自分の時より感かん慨がいが深い。

「ちょっとママ！　なにげに自分が被かぶらないでよ!!」

「あら、いいじゃない。減るもんじゃなし……」

　微笑ほほえむユリコ。















「駄だ目め！」

　目め鯨くじら立てるキサラ。こればかりは母娘おやこでも譲ゆずれない。

「ママったら、まるで自分がディックと結婚するみたい……」

「近いわね」

　とユリコ。

「母親というのはね、娘の旦だん那な様を花はな嫁よめの身になって評価するものなのよ。あなたもいずれ、娘を嫁とつがせてみればわかるかも──」

「冗じよう談だんじゃない！」

　それとは別のウエディングドレスを手に取って、ため息をつきながら、キサラ。

「あたしゃ絶対、娘の結婚式で泣いたりしないぞ！」

「どうだか……」

　重ねて微笑むユリコ。少女時代が戻ってきたようだ。

「という訳わけで、ママにはちっとも異存はないけど、キサラはどうなの？」

「どうって？」

「ディックよ。本当にあの人で、いいの？」

「いいも何も──」

　キサラは彼が贈おくってくれた、七十七カラットのダイヤのエンゲージリングをひけらかしながら、

「あれ以上の相手、いるの？」

　とまで言った。

「そりゃ、確かに一生ビニールの外には出られないというハンデはあるけどさ、それを補おぎなって余あまりある財力と、あの容よう姿し……。あたしゃ玉の輿こしだ。みんなに羨うらやましがられて困ること困ること……」

「自分だけは、誤ご魔ま化かせないのよ、キサラ」

　母の言葉は、チクリと胸に突き刺さった。

「自分だけは──」

「誤魔化してなんかない！」

　反はん駁ばくするキサラ。

「あたしくらい、自分に正しよう直じきに生きている女が、他にあるかって言いたい！」

「それは……確かにそうね」

「見た目で選んで、何が悪いの!?」

　キサラは言った。

「見た目で選んで、何が悪いの!?　それよりママはどうなの？　自分を誤魔化してない？」

「多少、そうしたかも……」

　ユリコは言った。

「さすがに、中身だけで選んだから……。少しは見た目も、考こう慮りよしたかったな。でも、他に選せん択たくの余地は、なかったのよね」

「え──!?」

「ママにはディックより素す敵てきな人が、銀河に一人だけいるわ」

「はいはい……。のろけちゃってからに、ったく」

　きっとママの目には、ママにしか見えないパパが映うつっているんだろうな。今ならキサラにも、なんとなくわかる。

「見た目で選ぶのも、悪いことじゃないわ。それが決定的なことも、あるの」

　ユリコは言う。

「でも、魔法にかかるとね、見た目なんか問題じゃなくなるのよ。そういう魔法を使える人と巡めぐり逢あえるかどうかなんて、本当に、運よね」

「魔法かあ……」

　と、キサラは呟つぶやく。

「あいつ、使えるのかなあ……。最後の最後、本物の土ど壇たん場ばで」

　その時キサラの脳のう裏りにあった魔法使いの姿は、ちょっぴり頼たよりない赤毛の少年であった。




「式場は、ここでいかがでしょう？」

　ディックこと、レオナルド・リチャード・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅨ世の父親、つまり現在フヨウグループの副会長であるアレクサンダー・フィリップ・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅧ世、通称フィリップはそのパンフレットを差し出しながら微笑ほほえんだ。さすがに人類の富と叡えい智ちを集めた美形の家系だけあって、クラーク・ゲーブルに似たナイスミドルだ。宇宙暦れき以前にあった大富ふ豪ごうの血筋を全部煮に詰つめていった結果、現在のフヨウ家がある。だから名前も、こんなに長いのだ。一種の人種交配である。彼らはそれを『究極の血統』と称していた。端はたから見ても嫌いや味みなく、そう思える。

「ここでしたら、我わがフヨウグループの傘さん下かですから、万ばん事じ滞とどこおりなく行おこなえます。安全性、快適性はもとより、クリスタルホールの大宴えん会かい場には、六万人入ります」

「なるほどなるほど……」

　ジャスティ・ウエキ・タイラーは手渡された分ぶ厚あつい革表紙のパンフレットを子し細さいに眺ながめた。

「言うことなしですな。フヨウ・サテライト・ステーショナリービル……ですか」

　思わずため息が出た。

「娘がこういう場所で華か燭しよくの典を挙あげられるとは、夢にも思いませんでした。まさに、父親冥みよう利りに尽つきるというものですよ」

　それは一言で形容するならば、衛星軌き道どう上に浮かんだ、透とう明めいな人工衛星であった。宇宙に浮かぶ大粒のダイヤと、形容してもいい。形も、ブリリアントカットのダイヤそのものだ。はるかに巨大だが──。

　特筆すべきは、この人工物の構造材そのものには、不透明な物質は一切用いられていないということだった。クリスタルの名に相応ふさわしく、人造ダイヤ、透明オリハルコン合金、それに強化有機ガラスだけで完かん璧ぺきなまでの強度を誇ほこっている。

　この巨大な『宙に舞う結婚式場』は、フヨウグループが法人所有する高級リゾート惑わく星せいカルイザーの周囲をゆっくりと、周回しているのだ。それも、常に太陽が燦さん々さんと当たる位置を──。

「素す晴ばらしい！」

「では、こまかいことは私どもに、お任まかせ願いたいのです。招待客のリストの作成から、引き出物まで、万事滞りなく……」

「あ、引き出物は、実はもう決めてあるんだ」

　そう言って、タイラーはヨレヨレの背広の懐ふところから、一枚の図面を取り出した。

「これと寸分違たがわぬ物を、招待客の数だけ拵こしらえてください」

「ほう……」

　フィリップは目を見張った。

「これを、六万セットですか？」

「ええ」

　頷うなずく親バカタイラー。

「凄すごいでしょう？」

「凄い、確かに……。金杯銀杯セット……」

　それは、新郎新婦の名を刻印した、夫妻めおと杯さかずきであった。

　金杯は無む垢くの純金で、重さ三キロ、銀杯は同じくプラチナで、二・七キロはあろうかという代しろ物ものだ。

「私は、つねづね結婚式の引き出物というものに関して、思っていました。価値あるものでなければならない。貰もらった人が、ある程度持て余あます物でなければならない。そして、何よりも長持ちし、忘れられない物でなくてはならないと──」

「ほう……」

　フィリップはその説に、いたく興味を覚えた様よう子すであった。

「だってそうでしょう？　仮にも引き出物が鰹かつお節ぶしパックなんて……。確かに邪じや魔まにならなくて無ぶ難なんでいいかも知れない。でも、記念の品が日常生活の中で消費されて、消えてなくなってしまうなんて、あまりにも、ねえ……。そこいくとこの金杯銀杯セットは、何の役にも立たないけれど、その価値から言って誰だれも捨てられない。床とこの間にでも飾っておくしかないでしょ？　持て余されつつ永久に残る！　これぞ正しい引き出物のありかたですよ！」

「た、確かにそうかも知れない……」

　フィリップはその強ごう引いんで独善的な論理に気け圧おされた。

「しかし……床の間に飾るかどうかは別として、これを貰った人は持って帰るのに苦労することでしょうなあ……」

「それを見るのが、また愉ゆ快かいなんですよ！」

　ここぞと笑う、タイラー。

「何を隠かくそう、タイラー家の遠い先祖は、名古屋人でして……。そりゃあもう、結婚式は、特に娘の結婚式は、身しん上しようを潰つぶしてでも豪ごう華かにやるというポリシーが、今でも脈々と貫つらぬかれております。そりゃもうあ～た、嫁入り道具は、それ専用の透とう明めいコンテナの貨物宇宙船でもって見せびらかしながら運ぶというのが、正しい結婚のありかたなのです！」

「は、はあ……」

　フィリップはタイラー家と婚約の儀を結んだことを、ちょっぴり後こう悔かいした。

「ユニークな、御ご家か訓くんで──」

「もちろん料理は、和洋中華のフルコースなのでしょうな？」

「は、はあ……」

「とにかくヴォリュームです。招待客が食い残すくらいの料理と酒を、ドーンと……」

「いっそ満まん漢かん全ぜん席せきにでもしますか？」

「う～ん、それもいいなァ……」

　あれこれ迷まよう。

「ま、ウチはともかく、そちらとしてはおそらく、一生に一度のつもりでしょうし……、こちらとしても、なにぶんにも一人娘を嫁に出すなど、初めてのことでして──」

『初めてじゃなきゃ、困るわい！』

　と、フィリップは思ったが、さすがに温おん厚こうな上に人格も完成されている彼には、口に出すことが憚はばかられた。

「しかし、やはりここは若い二人の意志を尊そん重ちようすることが……」

「何をおっしゃる!!」

　これはさも心外そうに、タイラー。

「結婚は、当人たちのものです。しかし披ひ露ろう宴えんは違う！　断じて違う!!　親の自己満足と虚きよ栄えい心しんを満たすための、壮そう大だいにして愚おろかしい世紀の祭典です!!」

「た、確かに……」

「フヨウさん、あなただって、御自分の披露宴を、自分で采さい配はいできましたか？」

　タイラーは膝ひざを近付け、フィリップの耳に直接囁ささやきかけた。悪魔の囁きだった。

「そ、それは……」

　しどろもどろになる、フィリップ。

「父に、牛ぎゆう耳じられた……」

「でしょう!?」

　我が意を得たりと、膝を叩たたく。

「その恨うらみを、今こそ晴らすんですよ。なあに、子供たちなら大だい丈じよう夫ぶ。彼らはその恨みを、自分たちの子供の披露宴で晴らしますから……。そうやって親から子へ、子から孫へ、脈脈とこのゲームは受け継つがれていくんですよ。その盛大さとくだらなさの度ど合あいを増しつつね」

「み、魅み力りよくある……御意見と傾けい聴ちよう致します……」

「ひとつ、ブヮ～ッといきましょう、ブヮ～ッと!!」

「そ、そうですな」

　ようやくにして、精神的再建を果たしたフィリップである。

「ガキどもの迷めい惑わくなんざ、知ったこっちゃない！」

「そうそう」

　頷うなずくタイラー。

「所しよ詮せん結婚式と葬式は、自分じゃどうにもならんのです。あとはせいぜい、派は手でにやってもらうしかない！」

「ハハ……ハハハ……」

「というわけで、家財道具を運ぶ巨大な透明宇宙船の設計・建造も、こちらでやらせております。そっちはその資金さえ出していただければ……。屁へでもありませんわなあ」

「は、はあ……」

「なあに、御心配には及びませんよ。なにしろ設計者は、こういう物を造らせたら宇宙一の、ヒラガー技術中将ですからな。ブヮッハッハ!!」

「やっぱり……」

　高砂たかさごや、この浦うら船の前途は多難であった。




「で、あるからして……この御両人の御婚こん姻いんは誠に目め出で度たく……。ん～、それともこの場合は、この御成婚とすべきかなあ……」

　ぶつぶつと言いながら、口こう述じゆつ筆記ワープロに向かうマコト・ヤマモト元げん帥すい。

「まさに、天命が結んだ赤い糸と言う外ほかはなく……陳ちん腐ぷかなぁ……」

「父さん、何やってるの？」

　襖ふすまを開けて（宇宙時代のこの時期でも、ヤマモト家の書しよ斎さいでは襖が使われていた）現れたのは、誰だれあろう長男シゲチヨ。

「こら、シゲチヨ。入る時はノックをしろと、あれほど……」

「襖でノックも、ないもんだ」

「ま、とにかく……だ」

「声はかけたよ」

　とシゲチヨ。

「でも父さん夢中になると、いつも僕ぼくの声なんか聞こえないんだもんね。声が気になって、眠れなかったんだよ。たまに家に帰ったと思えば……。ところで一体、何してるの？」

「お、おう……実は、タイラー閣かつ下かから直じき々じきに、媒ばい酌しやく人にんを頼たのまれてな」

　嬉うれしそうに、ヤマモトは言う。タイラーからの依い頼らいには、いつも嬉き々きとして張り切ってしまうのだった。

「その祝しゆく辞じを……」

「まだ三ヵ月も、先の話じゃないか」

　呆あきれるシゲチヨ。

「しかし、こういうことはいくら万ばん全ぜんを期しても、それで充じゆう分ぶんということはない。推すい敲こうに推敲を重ねてだな……」

「よくそんなに、嬉しそうにできるね」

「おい、シゲチヨ」

　マコト・ヤマモトは不意に真顔になった。軍人の顔に戻もどったのだ。

「おまえ、何を考えている？」

「何って……」

「まさかおまえ、まだキサラに未み練れんがあるのか？」

「ないといったら、噓うそになるよ」

「いかん！」

　居い丈たけ高だかに、父は叫さけんだ。

「キサラのことは忘れろ！　いや……その、忘れなさい。彼女はもうおまえの、手の届かない存在になる。よかった、本当によかった……」

「しみじみ言わないでくれる」

「まあ、残念ではある。父さんだっててっきり、このままではおまえはキサラのお婿むこさんになってしまうのではないかと危き惧ぐ……あ、いやその……期待していた。だが人には、縁というものがある。父さんとタイラー閣下の間に、切っても切れない縁があったように……。おまえとキサラには、嬉しいことに、いや……残念なことに、縁がなかった。そういうことだ」

「僕には──」

　シゲチヨは、正面から父の目を見て、言った。

「僕には、今でもそうとは思えないんだ」

「いかんぞ、シゲチヨ」

　と、ヤマモトは言った。長い療りよう養よう生活で、些いささかやつれが目立つ。

「せっかく暗くら闇やみから抜け出せたんだ。またあの地じ獄ごくの日々に戻るつもりか!?」

「キサラのよさは、僕にしかわからないよ」

　とシゲチヨ。

「やっとわかったんだ。キサラを輝かがやかせることができるのは、僕だけだって……。キサラは僕がいないと、輝かないんだよ」

「シゲチヨ……」

「父さん、いつも言ってたよね。あのタイラー閣下が輝かしいのは、自分が側そばにいたからだって……。苦労のし甲が斐いとは、閣下の側にいることを言うんだって……。それと同じことだよ」

「しかし……」

「僕は……キサラを諦あきらめない」

「駄だ目めだ！」

　ヤマモトは心を鬼にした。

「何を考えているのか知らんが、よすんだ!!　父さんに恥はじをかかすのは、女装だけにしてくれ！」

　あのテレビ中継を思い出すだけで、胃がキリキリと痛む。

「おまえが披露宴の会場からキサラを略りやく奪だつするようなことがあれば、父さんはまた集中治療室に逆戻りだ。そこから出られても、もう表を歩けない……」

「そうか、その手があった！」

　藪やぶ蛇へびの極きよく致ち。

「ありがとう、父さん」

「いか～ん!!」

　叫んだ途と端たんに、ヤマモトの血管と神経とが何本か、音を立てて切れたようであった。

「ウググ……薬を！　精神安定剤と血圧抑制剤と胃薬を～ッ!!」

「はいはい」

　さすがに長年連つれ添そった恋こい女によう房ぼうのシアは、お盆ぼんに乗せた水と一いつ緒しよに薬を運んで来た。絶ぜつ妙みようのタイミングである。

「行って来ま～す！」

　その横を、元気よく通り過ぎるシゲチヨ。

「おや、まったくこの子ときたら、たまに士官学校から帰って来たかと思えば……」

　呆あきれる母。















「どこへ行くんだい？」

「キサラを取り戻しに行くんだ！」

「たいがいにしときな!!」

　いつものことなので、深くは取り合わない母であった。

「また泣かされるよ！」

「いいんだ」

　玄げん関かんを出ながら、シゲチヨは言った。

「僕が行かないと、泣くことになるのはキサラの方だから──」

「ああ……ヤマモト家の威い信しんが、またひとつ……」

　貪むさぼるように錠剤を飲み下しつつ悶もだえ苦しむ、マコト・ヤマモトであった。














第三十章　無責任艇てい長ちようキサラ









「気を付け！　頭かしらァ、右!!」

　惑わく星せい連合宇宙軍の巨大なドック、その片かた隅すみの一角に、張り詰めた空気が漲みなぎった。

「艇長殿どのに、敬礼!!」

　さっと、五人の荒くれ男が一糸の乱れもなく、一人の、まだ少女と言ってよい新しん米まい『中ちゆう尉い殿』に向かって敬礼した。

「楽に」

　と、新任艇長ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー中尉はごく自然な表情でそう言った。気き負おいや萎い縮しゆくは微み塵じんもない。真新しい制服に、燦さん然ぜんと肩章と、艇長の証あかしである制せい帽ぼうが凜り々りしい。

　それなりに、立りつ派ぱな士官ぶりである。

　彼女の艇ふねは、しかし小さかった。父親のスタートは駆く逐ちく艦かんからだったが、彼女のそれはその内火艇ほどの大きさしかない。しかし、それはそれで一いつ隻せきの、独立した軍艦である。小なりといえども、ちゃんと艇体にはコンストラクト・ナンバーが振られている。

　ＮＣＣ―８８２３―13。呼称、『はやぶさ13号』。類別、星系内用宇宙哨しよう戒かい艇てい。それが、彼女に与えられた最初の城であった。『家臣』は僅わずかに五名──。

　その大きさ──小ささ、か？──は、キサラを失望させたが、まだペイントの匂においも取れない軍工こう蔽しよう直送の新品であることは、彼女のプライドを大いに満足させた。その性能も、悪くない。何と言っても、バリバリの新型、最さい新しん鋭えいなのだ。

『はやぶさ13号』は速い。ワープ能力こそなく、活動範はん囲いも星系内宇宙に限定されるとはいえ、通常空間における巡じゆん航こう速度では、他のいかなる艦艇よりも高速であった。宇宙戦せん闘とう機きや攻撃機にこそ劣おとるが、航続距離の長さではそれらを大きく引き離す。また、機動性も高い。戦艦や巡洋艦はもちろん、戦闘機よりもずっと小さい半径で旋せん回かいし、敵の内うち懐ぶところに潜もぐり込む。防ぼう禦ぎよも、このクラスとしては厚い方だ。しかし、『はやぶさ13号』の真しん骨こつ頂ちようは、何よりもその攻撃力にあった。

　哨戒艇という名こそ付けられているが、単なるパトロール・ボートの域を超えて並なみ外はずれた対艦攻撃力を有する。実質的には高速魚ぎよ雷らい艇なのだ。最大の武器は艇体両舷げんに備えられた二門の可動式魚雷発射管で、最新式のタキオン魚雷を連発射できる。その威い力りよくは戦艦をも一撃で屠ほふる。クジラにも立ち向かう、カジキにも喩たとえられようか。

『あたし向きの艇ふねだね』

　と、キサラも納なつ得とくした。

「本艇はこれより、慣かん熟じゆく運転を兼かねた処女航海に入る！」

　軍に入って、最初の命令だった。処女航海と言っても、ぐるっと惑星軌き道どう上を一周してくるだけだが、さすがに正規の艇長としては初体験なので、それなりの緊きん張ちようが走る。

「全員、搭とう乗じよう！」

「アイアイ・サー！」

　五人の部下たちは一いつ斉せいに、きびきびとした動作で各所のハッチから搭乗し、それぞれの持ち場に就つく。

「艇体各部、異常なし！」

「機関、異常なし！」

「武器、異常なし！」

「管制装置、異常なあし!!」

　それらにいちいち、キサラは無言の頷うなずきをもって応こたえた。

『なんか、あたしもようやく軍人かって感じ……』

　それが偽いつわらざる感かん慨がい、実感であった。

「発進！」

　子供の頃から夢だった台詞せりふだ。ただし、一年以上も前に海かい賊ぞく船せんとはいえこれよりずっと大きな『ギュローメ』──その前身はラアルゴン戦艦──で体験済みなので、感慨は薄うすい。それでも、正規軍の艦艇には違いない。本人の感慨とは別に公式記録の上では、これがキサラの『初うい陣じん』である。

『はやぶさ13号』は滑なめらかに、宇宙軍のドックをガイドビームに従って滑すべり出た。

「さすがは最新型、静かなもんだねえ……」

　キサラは思わず呟つぶやいていた。

「はるかに大きいたあいえ、『ギュローメ』のやかましいエンジン音と較くらべたら、振動は掃そう除じ機きとエアコンほども違う……」

「そりゃ、本艇のエンジンはパワーの割には静かな、新採用のサイレント・システムですから──」

　操そう舵だ士しのサルバドール・エミリオ・モンテロッソ二等兵へい曹そうが笑いながら言った。二十七歳と若いが、十代の頃からこの任務にあるので既すでにベテランの域である。黒髪、褐かつ色しよくの肌はだ。たとえ直属の上官でも自分の仕事に口出しされることを極度に嫌きらう。仕事の上では典型的な職人気質かたぎだ。ただし、陸おかでは女たらしとの噂うわさあり……。

『カトリおじさんをラテン系にしたタイプ』

　と、キサラのメモにはある。

『いざとなったら酒で釣つる』

　とも、記しるされていた。

「フルで回しても、クォーツ腕時計ほどの音もしやしませんよ」

　と、自じ慢まんげにエミリオは言う。

「そうですね。こんな素す直なおなエンジンは、宇宙中、どこを探したってありゃしません」

　機関士のエンツォ・ラリーニ上等兵曹が言った。三十三歳だが、そうとは見えない禿はげ上がり様だ。この時代には絶対に本物と見分けのつかない増毛法などいくらでもあるのだが、本人は一切手を加えず、ただただ脱ぬけ落ちるに任まかせているかに思われる。本人に言わせると、それが男の美学と信じているのだ。単に金がないとの噂もあるが……。背は高くないが筋肉質で、喧けん嘩かはすこぶる強い（らしい）。キサラのメモには、

『スーパーマリオ』

　とだけ記されている。なんとなくわかる。

「ねえ、艇長殿」

　武器管制士の、ヌルゴン・カムジン上等兵が尋たずねた。二十四歳。先祖は中国最後の皇帝に仕つかえた廷てい臣しんだと吹ふい聴ちようしている男だ。本人はそのことがいたく自慢なようだが、何のことはない。一人では靴くつも履はけない皇帝陛へい下かのために、靴くつ紐ひもを結ぶだけが唯ゆい一いつの仕事だったそうである。しかし、仲間がそのことを冷やかすと、

「何を言うか!?」

　と、カムジンは俄にわかに色めきたつのだ。そして嬉き々きとして、まるで先祖を弁護することが自みずからの崇すう高こうな義務だとでも言わんばかりに、こう宣のたまう。

「靴紐を結べるくらいなら、皇帝陛下を暗殺することも簡単にできたはずだ。それが仕事ということは、それだけ絶大な信しん頼らいを寄せられていたということだ！」

　確かに一理ある。本当かどうかは知らないが、確かにもともと頰ほお骨ぼねの張った顔をさらに膨ふくらませて力説する彼を見ていると、信じるしかないと思ってしまう。

　キサラのメモには、

『プライド高し。おだててやらせる』

　とある。

「艇長殿にとっちゃ、こんな小こ艇ぶねなんか、次の出世までのほんの腰掛けなんでしょうねえ……」

「そんなことないよ。あ、いや、そんなことはない」

　と、慌あわてて軍人口く調ちようで言い直した。

「勤務中である。私語は慎つつしむように──」

　自分でも、

『らしくないな』

　と、思わざるを得ない。

「いいじゃないスか。堅かたいこと、言いっこなしですぜ。こんな小さな艇の中だ、家族も同然でしょ？」

　妙みように馴なれ々なれしい口調で言ったのが、レーダーと通信担当のビェンチャイ・チュートラクーン一等兵。しかし、その笑顔に似合わず腕っ節の強さでは仲間たちからも一いち目もく置かれている。『はやぶさ13号』ではいちばん若くて二十一歳──そう、すべての部下がキサラより年上なのだった──だが、通信士というポジションには似合わず、まことに気が荒い。笑いながら手を出す。それを示す証しよう拠ことして、彼はビェンチャイという名よりも〝ティー・ソーク〟というニックネームの方が通りがよかった。仲間内では大体ティー・ソーク・チュートラクーンと呼ばれる。ティー・ソークとは彼の先祖の言葉で『肘ひじ打うち』を意味するそうだ。肘打ちチュートラクーンの武ぶ勇ゆう伝でんは、記せば一冊の本になろう。しかしキサラのメモには、ただ、

『ムエ・タイの鉄人。ただしシゲチヨの方が強い』

　という、一行の評価しかない。

「そうだけど……」

　これらの部下を馭ぎよするのは、キサラでさえなかなかに骨が折れる。しかし彼らを四人まとめても、最後の一人には到とう底てい及およぶまい。

「俺おれも、ティー・ソークとおんなじ意見ですね」

　低い声で、ぼそっと呟つぶやいたのがキサラのすぐ前に座すわっている、見るからに叩たたき上げの副官だ。ハンス・ケプラー兵曹長。四十一歳、独身。『はやぶさ13号』ではいちおうキサラに次ぐ副長という地位にあるが、こんな小さな哨戒艇では状じよう況きように応じて選えり好みせずやらざるを得ない。ハンスの副長歴は『はやぶさ13号』以前から長く、しかも全部小型艇だった。従ってこういう任務の艇における仕事なら、何でも一通りこなせる。部下の信頼も厚い。『はやぶさ13号』の実質的なボスは彼だった。従ってキサラが艇長として最初にやらねばならない仕事は、ハンスに自分が新しいボスだと、覚え込ませることだった。

「士官学校出で、しかもすぐに中尉になったような艇長殿だ。じきに新しい、もっとでっかい艦ふねの艦長さんさ。こんなちっぽけな哨戒艇なんざ、どうせ一時の腰掛けに決まってる」

　ふてぶてしい態度で、ハンスは言う。

「ね、タイラー艇長殿？」

「ケプラー副長。それは違うぞ」

　と、キサラは言った。

「確かにあたしの野や望ぼうは、こんなちっぽけな艇には収おさまりきらないくらいでっかい。しかし、任命された以上、あたし……自分は、この『はやぶさ13号』の艇長としての任務を、まっとうするからね！」

「お手並み拝はい見けんといきやしょう」

　紙こ縒よりで耳みみ垢あかをほじくりながら、あくまでふてぶてしく、ハンス。

「今までに何人もの艇長が、威い勢せいのいいことを言って、俺たちの艇から逃げ出しましたね。ま、結果としてはみんな、もっと大きな艦の艦長に『出世』したわけですが……。そうやって彼らは、部下は皆、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないってことを覚えるわけだ。授業料としちゃ、安いもんかな？」

「ケプラー兵曹長！」

　キサラは彼の脅おどしになど、屈しはしなかった。

「自分は、貴官が期待するほど利口な上官ではないぞ」

「ほう……やるってわけで？」

　ハンスのタラコに似た分厚い唇くちびるが、ニヤリとめくれ上がった。

「ええ」

　頷うなずくキサラ。

「正々堂々、受けて立つわ！」

「面おも白しれえ!!」

　やにわに本ほん性しようを現す、ハンス。

「おい、エミリオ！」

「はい、副長！」

　キサラに対するよりもはるかに恭うやうやしい態度で、操そう舵だ士しエミリオはハンスの方を振り向いた。

「艇長のお許しが出たぞ。構うこたあねえ、思う存分に、得意の機動を見せてやれ！」

「アイアイ・サー!!」

　嬉々とした表情で、エミリオは舵輪を摑つかんだ。

「新しい艇だけに、やり甲が斐いがありますぜ！」

　その瞬しゆん間かんに『はやぶさ13号』は戒いましめを解かれた悍かん馬ばの如ごとく、大おお幅はばにコースを逸それて、跳はね狂った。

　ジェットコースター、いや、ロデオのブル・ライディングもかくやの乗り心ごこ地ちである。

「俺たちにゃ、揺ゆり籠かごみてえに、気持ちいい！」

　高笑いの、ハンス。

「しかし、士官学校出の新しん米まい艇長さんにゃ、こたえるだろうぜ。そういや、偉えらそうに言ってた前の艇長さんは、五分で気持ちが悪くなって、分解掃そう除じが必要なほど、コンソールを汚よごしちめえやがったっけなあ……。この艇は新品だ。高くつきますぜ、艇長殿──」

　振り向いたハンスが、思わずぎょっとなる。

「これだけ？」

　揺れに揺れる艇長席で、キサラは平然としていた。

「つまんないよ。ネオ・トシマエンの四次元ループの方が、よっぽどスリルあるって！」

「馬ば鹿かな……」

　さしものハンスが、蒼あおざめた。

「この揺れを喰くらって、平然としていられる常人が……」

「だからあたしは、常人じゃないって!!」

　キサラは微笑ほほえみながら、ポケットからカードキーを取り出した。

「ところで知ってた？」

　ニカッと、嗤わらう。

「さすがに最新型だけあって、この艇のエンジンには、出力を制せい禦ぎよするリミッターがかけられているの……。管制中和装置の限界を超えて、並の人間じゃ耐えられないほどのＧがかかるからリミッターを解除するのは緊きん急きゆう時以外には許されていないんだけど、あんたたちも充じゆう分ぶん並じゃないみたいだから、どうやら大だい丈じよう夫ぶね」

「まさか……」

　エンツォの残り少ない髪が総毛立った。

「そ。この艇の本来のパワーは、半分も出てないんだ。そして、それを解除できるのは、艇長だけなんだな」

　そう言って、カードキーを、コンソールのスリットに──、

　差し込んだ。

　瞬間──。

『はやぶさ13号』は、龍りゆうと化して荒れ狂った。




「しっかりしろよ！」















　全員グロッキーになった部下たちの頭を順じゆん繰ぐりに爪つま先さきで蹴け飛とばしながら、キサラはようやくに通常航行に戻もどった『はやぶさ13号』の艇長席で怒ど鳴なりつけた。この艇長席は実によく出来ていて、ちょうど梅うめの花状に配置された部下たちの席の中央に据すえ付けられているのだ。座ったまま椅い子すを回転させるだけで、全員の頭をまんべんなく蹴飛ばせるという仕掛けだ。

　これまた実に、キサラ向きであった。

「あ～あ、受領したての新品だぞ」

　とキサラ。

「それをどいつもこいつも、こんなに汚しちめえやがって!!　おまえらの責任だ。給料をカットして、毎月リボルビングで弁償だかんな！」

　五人は、言葉もなくぐったりとしている。

「特に副長──！」

　そう言って、ハンスの脳天を、いつもシゲチヨにそうしていたように、踵かかとでグリグリした。

「率そつ先せんしてやった以上、おまえは一生、タダ働きだ。覚かく悟ごおし！」

「ふ、ふええ……」

　さすがに一人だけ、辛かろうじて意識のあるハンス。

「許してくだせえ、もう二度と逆さからいません……。それにしても、まさか、艇長殿が、こんなに強い御方でしたとはつゆ知らず……」

「たりめ～だ！　あたしを誰だれだと思ってる!?　惑わく星せいケルテの動乱を、ほとんど一人で鎮ちん圧あつしたビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーだぞ！」

　だいぶ、事実誤認があるようである。

「それにあたしは、荒くれの扱あつかいには慣なれてるんだよ。優やさ男おとこのぼんぼんにちょっぴり弱いだけだ！」

「お見それしやした……」

　全面降こう伏ふくである。

　ところで──、

　そのハンス・ケプラーだが、彼を評してキサラのメモにはたった一言、こう記しるされているだけだった。

『シゲチヨの、代用品』




「キサラさんは、水を得た魚のように御活かつ躍やくされているようですわ」

　と、ハルミⅡは言った。

「手紙も、毎日のようにくださいます。便びん箋せん何枚にも亘わたって、びっしりと。よほど今の仕事が、性しように合っているんでしょうね」

「ひょっとすると、あいつも言っていた通り、自じ力りきで大佐くらいにはなるかも知れんな。二十代のうちに──」

「キサラさんは、この調子なら二十代前半には、提てい督とくまでいくと、手紙に書いておいででした」

「そうだね。や、ご苦労、ハルミくん」

　そう言ってキサラの父親は、自みずから彼女のグラスにシャンパンを注ついだ。

「君も酔えるくらい、精せい巧こうならいいのにね……」

「残念ながら、消化によってエネルギーを賄まかなうことはできても、アルコールは瞬しゆん時じに分解してしまいますので、酔うことは……。ただ、エネルギーになるだけです。でも、味の良し悪あしは、わかりますわ。これは最高の逸品です」

「ああ。なにしろ、このレストランの常連、ドクター・キタグチの取って置きだからね。あ、僕ぼくが時々こうして、ドクターのガーヴからワインやシャンパンをくすねて飲んでいることは、彼には内ない緒しよだぞ」

　念を押したタイラーだが、ふとあることに思い至って、

「あ、そうか……。君は先代のハルミさんとは違って、ドクターとは面識はなかったんだっけ」

　こくんと頷うなずく、ハルミⅡ。やや癖くせのある髪の毛が揺れて、まことに愛らしい。まったくどこからどこまで、人間そのものだ。いや、ともすれば出来の悪い人間など足元にも及ばないのではないかと、タイラーなどは思ってしまう。

「でもまあ、君とこうして差し向かいで飲むのも、久しぶりだ。これからも、キサラに関する報告を、頼たのむよ」

「はい。でも、嫌いやですわ」

　ハルミⅡの端たん正せいな眉まゆが、曇くもった。その表情も実に悩なやましい。

「こんな、スパイのような真ま似ねは……」

「何言ってるの」

　と、微笑ほほえむタイラー。

「君はもともと、生まれついての最高のスパイじゃないか」

「そのはず、なんですけどね……」

　寂さびしく微笑む。

「キサラさんと接していると、なんだかあたしまで感化されて、人間臭くさくなってしまうようで──」

「怖こわい？」

「いいえ」

　ハルミはきっぱりと言った。

「むしろ、素す晴ばらしいことかと……」

　本来、そのように感じる回路は、彼女の中には組み込まれてはいないはずだった。

「そう。あいつは実に、人間臭い奴やつだね」

　と、娘を評するタイラー。

「どこに行っても、小さな颱たい風ふうのように、自分を中心に世界を回してしまうんだ」

「小さな颱宙でしょう」

　と、ハルミⅡは言った。

「リトル・ジェーンですわ」

「うまいことを言う。しかし、フヨウ財ざい閥ばつのドラ息子なんぞにくれてやるのは、ちょっぴり勿もつ体たいなかったかな？」

「何をおっしゃいます」

　くすっと微笑む、ハルミⅡ。

「もともと、その気もないくせに……」

「ははは」

　笑うタイラー。

「やっぱり君には、わかってしまったなあ！」

「閣かつ下かのシナリオくらい、読めましてよ」

「それもキサラと接して身に付けた、『勘かん』ってやつかい？」

「いいえ」

　ハルミⅡは首を振った。

「これはあたしの、純粋な分ぶん析せき結果ですのよ、タイラー閣下。シャンパンをもう一杯、いただけます？」




「ここは、どこだ……」

　キサラは辺あたりをきょろきょろと見回していた。

「なんであたしは、こんなところにいる!?」

　キサラは自分の格かつ好こうを見た。なんとも珍ちん妙みようなスタイルで、彼女は雲の上にいた。手には金属製の、長い棒を持っている。

「これ、悟ご空くう」

　不意に後光が差してきて、父親の顔をした巨大なお釈しや迦か様がそこに座すわっていた。

「パパ……」

「パパではない。釈迦である」

「とうとう教祖になっちゃったの？」

「だから、釈迦である」

　タイラーブッダは、咳せき払ばらいしつつ言った。

「これ、キサ……ではない悟空。おまえは自分の力は絶対だと思っているようじゃが……」

「絶対だもん！」

「話は最後まで聞け。ならばこの私の、掌てのひらの上から飛び立つことができるかな？」

「おやすいことさ！」

　キサラは雲に乗って飛び出した。銀河の涯はてへ──。

「どうやらここが、宇宙の涯らしいな」

　目の前に現れた五本の巨大な柱を見上げながら、キサラは呟つぶやく。

「落書きしちゃえ！」

　と、そのうちの一本に、

『暗黒太陽小町、ここまで来たぞ！』

　と消えない極ごく太ぶとマジックで黒々と書き付けた。

「ついでだ」

　とばかりに、『キサラ／ディック』の相あい合あい傘がさまで──。

「これでいいだろう」

　だが──、

「バカ者！」

　と、不意に父親の怒ど鳴なり声。

「おまえは所しよ詮せん、私の掌からは出られない。そういう宿命なのだよ」

　そう言って、手を見せるタイラーブッダ。その指には、

『暗黒太陽小町、ここまで来たぞ！』

　と、しっかり書かれていた。

「助けが来るまで、そこで反省していなさい!!」

　そうして彼女は、惑星ルクサーの岩山に、閉じ込められてしまった。

「出せ～!!」

「時が来れば、出られる」

　と、雲の上からお釈迦様。

「それまでそこにいなさい。しかし、さすがにこれはまずいな……」

　そう言ってタイラーブッダは、キサラに落書きされた『キサラ／ディック』の相合い傘から『ディック』の文字を消して、代わりに誰だれかの名前を書き付けた。

「それでよし……。では、またな」

「待ってくれ～!!」

　かくて、一万年──。

「おや、こんなところに牢ろうが……」

　白馬に乗った凜り々りしい顔のお坊さんが、岩山の牢を通りかかった。

「封ふう印いんがある。なになに……、時が来るまで決して封印を解とくな。災わざわいの元なり……か。しかし、あまりに気の毒。幸い私には、こんな封印など造ぞう作さもない」

「助けてくれ～!!」

　叫ぶキサラ。その瞬しゆん間かんに、高僧と目が合った。

「クム・ナン！　クム・ナンじゃないの!?」

　まさかこんなところで、逢あえようとは。

「逢いたかったよ～、クム・ナン！」

　思わず泣いてしまった。

「クム・ナン？　はて、誰だれでしょう……？」

「だから、あんたのことよ！」

「知りません。私は通りすがりの単なる三さん蔵ぞう法ほう師し」

「なんでもいいから出して～！」

「はいはい……」

　封印を解かれ、キサラはようやく外界へ。

「よ～し、また暴れてやるぞ～！」

「ならん。悟空！」

　天上から、父の声。

「悟空、おまえはクム……あ、いや三蔵法師のお供ともをして天てん竺じくまで行くのじゃ」

「ンな強ごう引いんな～！」

「ともかく、行くのじゃ!!」

「やだね！」

「三蔵、例のお経きようを」

「はい」

　三蔵法師は頷うなずいた。その顔はいつの間にか、男性から女性になっていた。

「タイラコタイラマゴタイラ、ゴニョゴニョ……」

　クム・ナン三蔵が呪じゆ文もんを唱となえると、キサラの頭に嵌はめられていた輪がキリキリと頭ず蓋がい骨こつを締しめ付けた。キサラ悟空もこれにはたまらず、

「はい、行きます。行かせていただきます！」

　と悲鳴を上げざるを得ない。

「ところで、天竺ってどこ？」

「惑星ケルテにあるそうです」

　三蔵は言った。

「仲間は、他に二人……」

　宇宙海かい賊ぞく上がりの猪ちよ八はつ戒かいと、赤毛の沙さ悟ご浄じようが加わった。キサラ悟空は三蔵に頭の上がらない腹いせに、ラルゴ八戒をぶん殴なぐったり、シゲチヨ沙悟浄をねちねちといじめたりしながら、一路天竺へ──。

　道中、ケッタイな大阪弁を話すカニの妖よう怪かいや、人殺しが趣しゆ味みの金角銀角を退たい治じしつつ、ようやくのことで目め指ざす目的地へ辿たどり着いた。

「よくやりました」

　と、観かん音のん菩ぼ薩さつが現れ、一いつ行こうの労をねぎらう。その観音様はハルミⅡの顔をしていた。

「褒ほう美びに三蔵を、解げ脱だつさせてあげましょう」

　有あり難がたいお経の力で、クム・ナンは悟さとりを開き、ブラフマーになった。

「さようなら、悟空。私はさらに上の『世界』へ行かねばなりません……」

「そんな！」

「あなたのことは、忘れませんよ」

　微笑ほほえみながら、三蔵は去った。

「行っちゃやだ～！」

　涙にくれる悟空。地面に倒れ伏ふして、泣き濡ぬれていたが、ふと気付くと目の前の泥どろ沼ぬまに、美しい蓮れん華げが咲いている。泥の中に根を下ろしながら、その花は喩たとえようもなく美しいのだ。よく見ると、その蓮華の中に、小さな仏ほとけが足を組んで座すわっていた。美形であった。

「あなたは誰？」

「僕は花の精さ。芙ふ蓉ようって呼んでくれ」

「いらっしゃいよ。一いつ緒しよに遊ぼう」

「僕はこの蓮華の中から出られないんだ。出ると枯かれてしまうんだよ」

「そう……」

「もしよかったら、僕を花ごと摘つんで、君の部屋へ活いけてください」

「そうね」

　キサラが蓮華の花に手を伸ばし、臺うてなごと芙蓉を摘み取ろうとした刹せつ那な──、

「駄だ目めだ～っ!!」

　背後で沙悟浄が叫さけんだ。

「キサラ……じゃない悟空、その花を手た折おってはいけないよ！」

「うるさい！　沙悟浄の分ぶん際ざいで!!」

　キサラ悟空はシゲチヨ沙悟浄をボコボコにした。

　それでも沙悟浄は、

「僕よりも、そんな花の精を選ぶなんて……」

　と、ぐずぐず泣いている。そのくせ、悟空を摑つかんで放さないのだ。

「どうしろってんだ!?」

　途と方ほうに暮れる悟空。

「誰か教えてくれ～！」

　天を仰あおいで、叫んだ。

「それは、自分で決めるんだね」

　釈迦タイラーが現れ、雲の上から声をかける。

「悟空さんの、好きなように……」

　その隣となりで、ハルミ観音が言った。

「けっこう悩むぜ……」

「当然だ」

　と、釈迦。

「ブッダもキリストも、マホメットも、みんな悩んで大きくなった」

「んな他ひ人と事ごとみたいに……」

「そうだよ」

　と、お釈迦様は笑う。

「親子と言っても所詮は、他人の始まりだ」

「それでも親か～！」

「キサラ～」

　すがりつくシゲチヨ。

「え～い、放せ～！」

「放さないよ。キサラのいるところなら、地じ獄ごくの底までついていくよ～」

「鬱うつ陶とうしい……」

「ま、おまえの考えで、決めてよろしい」

　微笑むタイラー。

「ま、どのみちパパの予言通りの結果に、なるだろうけどね……」

「そうですわね」

　頷くハルミⅡ。

「すべては閣下の、掌たなごころの上──」

「ぶゎっはっはっはっは！」

「オホホホホホホホホ……」

「やめてくれ～」

　その瞬間に、何もかもが一緒くたになって、宇宙は回り始めた。タイラーの馬ば鹿か笑わらいする笑顔を中心に──。

「うわわわわわわわわわぁ～!!」

　底無しの、落下感。

　そして──、

　気が付くと、キサラはベッドの上に半身を起こして、滝のように冷ひや汗あせをかいている自分に気付くのだった。

「なんて夢、みやがる……」

　軍の士官用個室には、誰もいない。

「一人で、よかった……」

　ほっと安あん堵どの胸を、撫なで下ろす。誰かに寝言でも聞かれた日には、恥はずかしくて死にたくなる。特に、シゲチヨには──。

「結局……」

　と、キサラは痛感せずにはおれなかった。

「あたしってば、パパの掌の上で、踊っているだけの孫悟空なのかなあ……」

　一度開いてしまった瞼まぶたは、そのあとなかなか、再びくっついてはくれなかった。

「本当なら、シゲチヨにするべきなのかも、知れないな」

　実はキサラにも、薄々わかってはいた。

「ディックとこのままくっついても、先は見えている。楽しくはあるだろうけど、ゾクゾクはしない……。かといって──」

　赤毛の女め々めしい顔を思い浮かべながら呟つぶやいた。

「あの野や郎ろうとじゃ……親おや父じの思おも惑わく通りなんだよ！」

　それが、実はそれだけが許せない。

「ああもう、どうしようかなあ!!」

　キサラは毛もう布ふを蹴けり上げた。下は薄手のスキャンティー一枚。

「こうなりゃ、成り行きに任まかせるか！　親父はそれで、万ばん事じうまくやってきたんだし……」

　さすがに血は争えないと言えよう。

「より積極的にアプローチしてきた方に、心を動かされてやる！　あたしとしちゃ、最大限の譲じよう歩ほだ。感謝しろ、二人とも!!」

　金髪と赤毛、勝つのはどっちだ!?














第三十一章　ためらいカウントダウン









「惑わく星せいケソンから運ばせた、オリヅタソウの蔓つるで編んだフラワードレスだ」

「まあ、素す敵てき！」

　キサラとてうら若き乙女おとめ。綺き麗れいな花を愛めでる心は持っている。

「その繊せん維いは生きている。生命力が強く、布地にされても花を咲かせるのは銀河でひとつ、オリヅタソウだけだ」

　移動式無菌ケースの中で、彼女のフィアンセが微笑ほほえむ。

「じゃあこの花は──」

　ドレスに付いている、白い生せい花かを手に取るキサラ。

「縫ぬい付けてあるんじゃなくて、ドレスそのものから生はえているのね」

「そう。式の日まで、ずっと咲き続ける。いや、肥料さえ与え続ければ、その後もずっと、永遠に──」

「素敵……」

　ディックといる時のキサラは、ごく普通の、どこにでもいる少女だった。まるでそれが、彼女本来の表情ででもあるかの如ごとく……。

「この花は──」

　と、白く可か憐れんなオリヅタソウの花を見み詰つめながらディックは言った。

「僕らの、愛だよ」

　もしも、ディック以外の人間が言ったとしたら、ギャグにしかならなかったであろう。例たとえばシゲチヨが同じ台詞せりふをぬかしたとすれば、反射的にキサラは、

「かましてくれるの～、ワレ！」

　と叫さけんで、彼をその場に蹴け倒たおしたに違いない。

　しかし、ディックの言葉にキサラは、

「え、ええ……」

　と、ちょっと頰ほおを紅こう潮ちようさせ、頷うなずいただけだった。

「ちょっと……ハズい一言だったかな……」

　それが精一杯だった。

　かほどに、ディックとシゲチヨとでは、キサラの見せる表情は違う。どちらが素顔とか言うのではない。どちらも偽いつわらざる、彼女の側面ではあるのだ。















「でも、都つ合ごう七回もお色直しだなんて、参っちゃうね」

「本当は、もっと多くしたいらしいよ、父たちは……」

「親連中の見み栄えにも、困ったもんだな」

「でも、体力との兼ね合いでは、七回が限度かな？　数として、縁えん起ぎもいいし──」

「あたしはもっと、多くてもいいけどね……。いろんな衣い裳しようも、着てみたいし……」

「そうだね。でもキサラには」

　ラフなシャツとパンツスタイルの、キサラを見る。

「そういう活動的な格かつ好こうが、いちばんよく似に合あう」

「悪うござんしたね」

「そういう意味で言ったんじゃないよ」

「わかってる……」

　うつむく。

「キサラは……」

　と、ディックは、ふと口にした。

「僕といる時には、あんまり嬉うれしそうじゃないね」

「そ、そうかなあ……。そんなことないよ！　ディックはいい人だし、優しいし、お金あるしい……。いい人だし……いい人だし……お金持ちだし、それに、いい人だし……お金持ちで……あれ？」

「無理をしなくても、いいんだよ。傷付いたなら、謝あやまる。でも、みんなと一いつ緒しよにいる時のように、輝かがやいてはいないんだね」

「それは仕方がないよ」

　と微笑む。

「でも、ディックといる時だって、充じゆう分ぶん楽しいよ。ただ、なんて言うかなあ……そう、じわじわと滲にじみ出るような幸せであって、それはそれでとっても素敵よ。シゲチヨたちといる時のような、燃え上がる感じがないだけ……」

　キサラはキサラなりの語ご彙いで、必死に今の幸福感を形容しようとしていた。

「少なくとも、宇宙で五本の指に入るくらいには、好きな人だよ。じゃなきゃ結婚しようだなんて、思わないよ」

「ありがとう。でも、いちばんにはなれないんだよねえ……」

「…………」

「すまない。君を困らせるつもりはなかった。ただ、キサラは僕では、燃えないんだね」

「ごめん！　なんつ～か、そう、ディックはいい人過ぎちゃって。あたしまで、いい人じゃなきゃいけないような気がするんだ」

「それが苦痛？」

「苦痛じゃないよ。でも、しんどいかな？　ちょっぴり……」

「じゃあかなり、苦痛なんだ」

　と、ディック。

「キサラが言うならね」

「あんたも突っ込むね」

「一生共に暮らすんだ。問題点は除のぞいておいた方がいい。僕はそういうことは、万ばん全ぜんを期すタイプなんだ。覚えておいてくれ」

「商売人だな」

「そうかも知れないね」

「でも、気き遣づかいは万全だ。いい人だよ」

「いい人と言うなら──」

　ディックはさらに突っ込んだ。

「シゲチヨくんこそ、いい人じゃないのかい？」

「あいつが!?　なんで？」

「だって、君に何をされても、君を愛してくれているよ」

「その代わり、いちいちあたしのカンに障さわるよ。とにかく無神経なんだ。全然気が回らない。あいつを見ているとムシャクシャして、無む性しようにいじめたくなるんだ。快感だけど……」

「僕とは喧けん嘩かもできないなんて、哀かなしいじゃないか」

　ディックは言った。

「シゲチヨくんの前では、あんなにも自分をさらけ出す君が、僕には仮面を被かぶって接しているようで、僕は……辛つらいんだよ」

「かと言って、あなたを蹴倒したりできますか。ちょっと素手で触さわっただけで、あなたは死んじゃうんだもんね」

「ビニール越しに蹴ればいい」

「そのうち、ね」

　苦笑した。

「あたしに本気でやられたいなんて、けっこう贅ぜい沢たくかもよ」

「だろうね……」

　微笑むディック。

「じゃ、次の衣裳合わせだ」

　指を鳴らす。次の間に控ひかえていた裁さい縫ほう師しが恭うやうやしく、仮縫いされたドレスを捧ささげるようにして現れた。

　そのドレスはプラチナ繊維で丹念に編み込まれたもので、フヨウ家の使用人が三人がかりでカーテンのようにたくし上げ、運び込まれたその裾すそは、優に十五メートルの長さがあった。小林幸子も真っ蒼さおである。

『そうか……』

　と、キサラは思った。

『ディックが無一文だったと想定して、あたしはそれでも彼を、シゲチヨと較くらべたかなあ……』

　だが、それでも彼の一いち途ずさと人柄は、評価したい。キサラに接するのに、ディックはまるでガラス細ざい工くにでも触るかのように細心の注意を怠おこたらないのだ。しかし、

　それが、かえって、苦痛かも知れない──。

『あたしが仮面を被っているというなら、ディックも同じじゃない……』

「どうだい？」

「そうね」

ドレスに触りながら、キサラは言った。

「手触りは、悪くないわね」

「そうでしょう」

　裁縫師が得意げに、揉もみ手しながら言った。

「これは細く伸ばしたプラチナを、手作業で織おり上げたものです。長さの割には、信じられないほど軽くできておりまして……」

「能書きはいいの！」

　キサラはディックを見た。

「わがまま言っていい？」

「どうぞ」

　頷うなずくディック。

「これちょっと、長すぎるわ。床ゆかにつく長さで、チョッキンしちゃっていい？」

「な、なにを──」

　フヨウ家のお抱かかえ裁縫師は、てきめんにうろたえた。

「こ、このドレスがいくらすると思っているんですか!?」

「そんなこと、知ったこっちゃないわ」

「それにしても、これだけの長さを手仕事で織り上げるのに、熟練した職人が、数人がかりで十年──」

「裾を引き摺ずって歩くの、好きじゃないの」

　とキサラは譲ゆずらない。

「切らなきゃ、あたしは着てやんないぞ！」

「しかし……」

　渋しぶる裁縫師に、

「いいんだ」

　と、ディックは言った。

「いいんです」

「しかし、坊っちゃん……」

「キサラの、気の済むようにしてあげてください。お願いします」

「は、はい……」

　うなだれる裁縫師。

「仰おおせの通りに、致します」

『駄だ目めだよ、ディック』

　キサラは哀しい瞳ひとみで、婚約者を見た。

『そこで、わがままを言うんじゃないって、優しく叱しかってくんなきゃ。あたしが悪いに決まっているんだから──』

　ディックの限界が、キサラには見えたような気がした。

『シゲチヨなら、そこで言うもんね。たとえ言った直後であたしに、ボコボコにされることがわかっていたとしても……。泣きながら、前言撤てつ回かいするにしても、とにかく一度は、諭さとすもんね』

　敢あえて衝しよう突とつを回かい避ひしないのも、男の優しさではないだろうか？

　キサラには、そう思えるのだ。




「これが、フヨウ・サテライト・ステーショナリービルだ」

　壁かべのスクリーンに投とう影えいされた図面を指さしながら、リーダー格の男が言った。

「披ひ露ろう宴えんの当日、ここには銀河中の名士という名士が挙こぞって集まる。なにしろ宇宙一の大だい財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しと、あのタイラー元大統領の御ご令れい嬢じようの挙式だ。逆に言えば、ここに呼ばれないようでは、大した人物ではない」

「銀河中の名士が、六万人か……」

　別の一人が、呟つぶやいた。

「その中には、惑わく星せい連合宇宙軍の最高司令長官であるイサム・フジ元げん帥すいもいれば……」

「その妻で、ラアルゴン皇帝のアザリン陛へい下かもいらっしゃる……」

　さらに別の一人が誰だれにともなく眩いた。暗がりで面相まではよくわからないが、彼はその隆々たる体たい軀くと髭ひげ面づらからして、明らかにラアルゴン人であった。

「人ひと質じちとしては、申し分ない」

　と、最初のリーダー格の男が言った。男にしては、やや線が細い。それというのも、彼は女から男への変調の真最中にいるのだった。

「我われらが王、クム・ビク陛下の釈放を要求するための、人質としては──」

『彼』は、ケルテ人だった。

「言っておくが、もう後あと戻もどりはきかぬのだぞ」

「承知しているよ」

　と、ラアルゴン人は頷うなずいた。

「そのための報ほう酬しゆうは、たんまり期待してよさそうだからな。なにせ、金持ちばかり六万人だ。身みの代しろ金きんも追加できるだろう」

「俺おれたちも、プロの傭よう兵へいだ」

　と、地球人が言った。

「仕事はきっちり、やるぜ。しかし、僅わずか十数名で、六万もの人質を取れるのか？」

「その点は、心配ない」

　リーダーは言った。

「この会場は、実によくできていてな、確かに外から侵入するのは至し難なんの業だが、一いつ旦たん内部に潜もぐり込んでしまえば、僅かな人数でコンピューター管制室を制圧することで、全部の入口を閉へい鎖さしてしまえるのだ。そうなれば、今度は外からモビルポリスや軍が押し掛けてきたとしても、ビクともせん。クリスタルの結婚式場が、今度はクリスタルの檻おりに変わるという訳わけさ」

「なるほど」

　頷く傭兵隊長。

「しかし、よくこんな精密な内部構造図が手に入ったな」

「当然だ」

　と、リーダーは言った。

「なにしろこの図面を我々に提供してくれたのは、この人工衛星を造った主任設計者その人なのだからな……」

「ほう。では我々の仲間には、フヨウグループからの内通者までいるのか？」

「違うな」

　と、リーダー。

「もともと我々の同志が、名を偽いつわってフヨウグループの内部に、潜り込んでいるのだ」

「まさか、こんな事態を見越してという訳でもあるまいが……」

「あらゆる状じよう況きようを見越し、ある程度の保険は、かけておいた」

　表情ひとつ変えず、『彼』は言った。

「陛下の失しつ脚きやくすら、まったく予想しないことではなかったからな。しかし、このような形であちこちに埋うめておいた地じ雷らいのひとつが役に立とうとは、思わなかったことも事実ではあるがな……」

「さすがは我らが首領、ぬかりない！」

　あちこちから、賞賛の声が上がった。

「よしてくれ」

　些いささか面おも映はゆい気持ちで、ケルテ人のリーダーは苦笑する。

「以前諸君はさんざん、『陛下が失脚するとでも思っているのか。この不忠者め！』と私を罵ののしったではないか……」

「あの時は悪かった。ドク・ルン」

　同志の一人が、すまなそうに言う。

「だが今になってみると、君の深しん謀ぼう遠えん慮りよがわかる」

「遅いよ」

　冷笑する。

「せめて、『父』が生きているうちに、私の考えを支持して欲しかったな。その父も、半年前に無念の涙を呑のんで逝いった。死んだ時には、『母』だったがね……」

　彼の名は、ドク・ルン。

　クム・ビク王の側近中の側近であったレイ・ドクの、『息子』である。




「ねえ、船長？」

　と、副官のセザンが言った。

「あっしらは、やっぱお嬢の結婚式には、呼んでもらえねえんでやすかねえ……」

「腐くさるな、セザン」

　と『ギュローメ』船長のドクロク・ド・ラルゴは目め配くばせして、

「俺たちみたいなのが大挙して押し掛けたりしたら、キサラが迷めい惑わくすらあ」

「他の来らい賓ひんはともかく、お嬢は喜ぶと思うんでやすが……。それにあっしらはともかく、船長には披露宴に招待されるだけの資格があると思うんでやすよ」

「まあな。だが、俺は呼ばれても、窮きゆう屈くつなだけさ」

　ラルゴは片目を瞑つぶったまま、天てん井じようを見上げた。

「それにな、セザン」

「へ？」

「実はよ……」

　思わせぶりに、言う。

「なんでやしょ？」

「知りてえか？」

「へい！」

「どうしようかなあ……」

　遊んでいる。

「勿もつ体たいぶらねえで、教えてくだせえよ」

「実は、キサラから、直じき々じきによ、頼たのまれてんだ」

「ほう！」

　俄が然ぜん、目の輝かがやきが違ってきた。

「何を!?」

「それがよ、奇き妙みようなんだ。式の当日には会場の近くに、目立たねえように『ギュローメ』を待機させといてくれって。燃料を満タンにして、遠くまで行けるようにって……。おまけに、エンジンから武器から、調子は万全にしとけとも、言われてる」

「そいつぁ！」

　興こう奮ふんした口調で、セザン。

「また面おも白しれえですな。で、お嬢は何を、しでかすつもりでやしょう？」

「そいつは俺にも、わからねえ」

　微笑ほほえみながらラルゴ。

「キサラはそれ以上は、俺にも言ってくれなかった。もしかしたら、キサラ自身決めかねているのかもな。だが、手は打っておく。あの娘らしいぜ」

　ラルゴの読みも、なかなかに鋭するどい。

「ま、退屈な披露宴に出るより、なんぼか楽しそうだ。だから俺は、ふたつ返事で引き受けた」

「そうこなくちゃ！」

　腕まくりする、セザン。

「そうと決まれば、『ギュローメ』の整備を万全にしておきます!!」

「おう、頼む！」

「例の『光の矢』、またぶっ放したいでやすねえ……。ありゃあ気持ちよかった」

「忘れたのか？」

　とラルゴ。

「あの武器はまだあるが、あれを発射するためには俺だけじゃ駄だ目めなんだぞ。俺と、キサラと、シゲチヨの三人が、この『ギュローメ』に揃そろってパスワードを言わないと、発射できねえんだ」

「もちろん知ってやす」

　セザンはけろっとした表情で、言った。

「でも、きっとまた揃う。そんな予感がしやす」

『こいつめ、言うようになった……』

　小こ癪しやくに思いながらも、何な故ぜかラルゴは、子供のようにワクワクしていた。

『またあの日々が、戻ってくるのか。いいなあ……』

　目を細めると、キサラにどつかれた跡の痛みさえ、ひとつひとつ懐なつかしい。

「このまんま、終わらせねえでくれよ、キサラ」

　祈るように、そう呟つぶやいた。




「いよいよ、明日か……」

　卓袱ちやぶ台だいを前に胡座あぐらをかいて座すわり、縁ふちの欠けた湯ゆ呑のみ茶ぢや碗わん──よく見ると『銀河寿司』と書かれている──で玄げん米まい茶ちやを飲みながら、タイラーは呟いた。

「スペースの都つ合ごうとはいえ、早かったな」

「ええ」

　頷うなずくユリコ。

「親子三人水入らずも、今日が最後ですわね」

「だといいんだけどね……」

　ホログラフ新聞を読みながら、首を傾かしげるタイラー。

「一週間もしないで出戻り……なんてことになんなきゃいいんだけどね」

　その可能性、濃厚なのが怖こわい。ユリコにさえ、否定できない。

「そうなったら、キサラはまだ十代で、バッイチですわね」

　さすがにキサラの母、発想自体並の母親とはちょっと違う。

「それならそれで、構わない」

　と、あっさり言うタイラー。

「慰い謝しや料りようさえ、たっぷりとふんだくってくれば……」

「その点なら、ぬかりはないと思いますわ。何と言っても、キサラのことですもの」

「それもそうだ。そういうことなら、僕なんかよりよっぽどしっかりしている」

　新聞を持ったまま、仰あお向むけにごろんと横になるタイラー。宇宙時代に天てん然ねんイグサの畳たたみの間、最高の贅ぜい沢たくである。

「あなた……」

「いいじゃないか。最後の夜くらい、父親らしくさせてくれ」

「そういうのを父親らしくとは、言わないと思うんですけど……」

「家にあっては場所塞ふさぎ、それが父親の恒こう久きゆう的使命だと、僕は解かい釈しやくしている」

「もしもし？」

「それより今夜あたり、キサラが何か言ってくるぞ」

　と、横になったままタイラー。

「今から心の準備をしておくんだね。不覚にも、泣いたりしないように──」

「そうですわね」

「おっ、噂うわさをすれば……」

　二階から、階段を降りて来る気け配はい……。

「よっ」

　普ふ段だん着ぎのキサラが、別段いつもと変わりなく、片手を軽く上げての挨あい拶さつ。

「いよいよ明日だ。世話になったな」

　さばさば言う。

「じゃ、そういうことで……」

　それだけ言って、くるりと背中を向ける。

「それだけか？」

　とタイラー。

「もうちょっと、こう、ねえ……」

「説得力ね～んだよ！」

　と、振り返るキサラ。

「仰向けに、新聞読みながら言われたってよ!!」

「それはそれ、これはこれだ。ケジメはつけなさい」

「てめ～に言われたかねえ！」

「ごもっとも……」

　起き上がるタイラー。

「さあ、ちゃんと挨拶しなさい。『長い間、お世話になりました』って」

「世話になんか、なってね～！」

　断言するキサラ。

「あたしは自分で勝手に、大きくなったんだ!!」

「なるほど、そうかも……」

「あなた！」

　ユリコの一いつ喝かつ。

「キサラも……」

　困こん惑わくしたように、娘を見た。手塩にかけてとまでは言わないが、母親としてなすべきことはやってきたのだという自じ負ふはある。

「あたしってば湿しめっぽいのは、好きじゃないんだ。またいつでも逢あえるじゃないか」

　もう逢えないで泣くのは、クム・ナンだけでたくさんだと思っている。

「そう度たび々たび、実家に戻って来られるのも、心配だ」

　とタイラー。親心は、これでけっこう複雑なのである。















「もう戻って来る家は、ないんだぞ。おまえの部屋は、父さんの書しよ斎さいになるんだ」

「いいもん。ディックはあたしの部屋だけで、七つも用意してくれてるもんね！」

　いちばん小さな部屋でさえ、今の家の総容積より広い。

「他にあたし名義で別荘が十二、保養惑わく星せいが五つ……」

　指折り教える。

「覚えきれねえ～！」

「お金だけが……幸せじゃないのよ……」

　焦あせりは隠かくせない、ユリコ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ディックは優しいもん！」

「無理を重ねていると、見るべきだろうな」

「どういう意味じゃ!?」

「まあ、早死にだけは、させないように──」

「娘を信じてね～な」

「ああ、信じてない」

　あっさり言う、タイラー。

「おまえは本心でものを、言ってないからね」

「う──」

　口くち籠ごもるキサラ。さすがにタイラーは鋭い。

「まだ決めかねているんじゃないのか？　だから覚かく悟ごもできないんだろう」

「嫌いやな親だぜ！　娘のことは手に取るようにわかるってわけかい」

「大人おとなになれ、キサラ」

　と、父は諭さとした。

「たとえすべてが父さんの思おも惑わく通りでも、結果としてそれで幸せになれるのなら、それでいいじゃないか」

「そうはいかねえんだよ！　あたしはあたしで、あたしだけの答を出さなきゃ!!」

「おまえが考えた結果が父さんの考えと一いつ緒しよなら、それは取りも直さず、『正解』ということなんだけどな……」

「そうは思いたくねえ！」

「まあ、勝手にしなさい」

　と、タイラー。

「明日になれば、嫌でも結果は出る。しかし、今ならまだ間に合うんだぞ。いずれにせよ、長い一日になることは、間違いなさそうだ」

　ゆったりと構える。

「おまえのジタバタぶりを、特等席からたっぷりと見物させて貰もらうよ」

「サイテーの親だぜ！」

「かもね」

「ずぇったい幸せになったる！」

　頭から湯ゆ気げを立てながら、階段を昇る。

「世間一いつ般ぱんの結婚前夜とは、ずいぶん違うのね」

　とユリコ。

「あいつが悪い」

　と、タイラー。

「どこまで意地を張り通せるのやら……」

「それで色々と勉強できるのなら、いいんですけど。火傷やけどで済むうちは──」

「寄り道大好きだからなあ……」

　しみじみ呟つぶやく。

「あくまでも、僕の敷いた最短レールは嫌だと言い張る……」

「結果として見れば、それがよかったことが多々ありました。ルクサー行きだってそうです」

「結局は、人生出で逢あいだからね」

　そう言って、ユリコを見た。

「僕には、君がいたけど、キサラには、本当に大事な人が誰だれか、わかっているんだろうか？」

「わかっているとは、思うわ」

　ユリコは言った。

「でも、あまりにも長く一緒にいると、それを認めたくないってこと、あるのよ」

「そうか。なにせ物心ついた時には、側そばにいたものな、シゲチヨくん……」

「それがよかったのか、悪かったのか……」

「まあ、なるようになるだろう。キサラ自身何か、企たくらんでいるようだったし……」

　そう言って、再び新聞を開いた。

「明日はきっと、ひと波は瀾らんあるぞ。タイラー家にとって、長い一日になることだけは間違いない」

　しかし、さすがのタイラーにも、その日がひと波瀾どころか十波瀾くらいあるということは、読めなかったのである。




「人はあたしのことを、両天てん秤びんだとか二ふた股またソケットだとか、言うんだろうなあ……」

　今夜が最後の自分の部屋に戻ったキサラ。既すでに荷物は運び出されており、後はベッドと僅わずかな家具が残るのみ。

「この部屋、こんなに広かったんだ……」

　しみじみと、思う。士官学校に入学してからは、たまにしか帰宅しなかったとはいえ、それでも生まれてからずっと自分の領土だった。

「思えばこの部屋で、シゲチヨと一緒に遊んだんだよね……」

　シゲチヨから見れば『遊ばれた』部屋とも言う。

「解かい剖ぼうごっこ、拷ごう問もんごっこ、逆さ吊づりごっこ、サンドバッグごっこ……」

　よい子の読者の皆さんは、決して真ま似ねをしないように──。

「懐なつかしいな……」

　ふと、柱の傷に気付く。

「おっ、背せい較くらべの跡じゃん！」

　そこに古びた傷が、刻きざまれている。

「そうそう。小学校までは、あたしの方が背、高かったんだよね。それがモヤシみたいに、背ばっかヒョロヒョロ伸びやがって……」

　ふと──、

　キサラはあることに気付いて、愕がく然ぜんとなった。

「なんでだよ……」

　当惑する。

「なんで、これだけのことで、目から汗あせが出るんだよ!?」

　拭ぬぐった。

「信じらんね～。そんな、大したことじゃない……。そんな、それほどの奴じゃ……」

　が、事実は事実。キサラの視界は現実に潤うるんでいる。

「ちっくしょ～、シゲチヨごときがあたしを泣かすなんて、千億万兆年早はええ！　こんなことは、クム・ナン以来だ……。クム・ナン？」

　ふと、思う。

「もし…未来に行ったのがシゲチヨで、もう逢えないとしたら──」

　はっと、電気に打たれたように目の前の壁かべを見る。

「あたしは、クム・ナンの時よりも早く、立ち直れるんだろうか？　いや、立ち直ることも、ひょっとして……」

　唇くちびるを嚙かむ。

「わかったよ、親おや父じ。そういうことか……」

　そして、自分の今の状じよう況きように思い至る。

「結婚しちまったら、もう今までみたいにおおっぴらには、逢えなくなるんだよなあ……。少なくとも、不ふ倫りんになっちまう」

　けっこう厳きびしい。

「そうか……。これがシゲチヨ、おまえの逆ぎやく襲しゆうってわけだ」

　笑い飛ばそうとして、笑えなかった。

「満足か？　満足なはず、ないよな」

　キサラはベッドに、突っ伏した。

「シゲチヨ……。も少し素直に、しておきゃよかった……」

　啜すすり泣きは、ドアの外まで漏もれた。

　生まれて初めて、キサラはシゲチヨに泣かされたのだ。














第三十二章　とってもダイハード









「よう、ダスティン・ホフマン！」

　招待券を手にしたまま、式場行きのシャトル乗り場で行くべきかどうかを思い悩なやみ、うろうろしていたシゲチヨを、柱の陰かげから呼び止める声があった。

「動物園のクマじゃあるめえし、何をお悩みですか？」

「ラルゴさ──」

　思わず叫さけぼうとするシゲチヨを、

「しっ！」

　と、巨漢の宇宙海かい賊ぞくは低く制した。

「声が大きい。俺は本来、ここに来ちゃいけねえ人間なんだ」

「でも、その格かつ好こうじゃどのみち、目立ってしまいますよ」

　盛装したハイソな男女の中で、どこから見ても海賊のラルゴは、嫌いやでも目立つ。

「どうしてここへ？」

「ここで張ってりゃ、確実におめえを捕つかまえられると思ったからよ」

　見み事ごとに的中した。

「それよりおめえのそのタキシード、なかなか似に合あうじゃねえか」

　また背が伸びた。

「女装だけじゃねえんだな。ま、もっともその身長たつぱじゃ、もう女装は無理か」

　ハイヒールを履はくと優に一九〇センチを超す、大女になってしまう。

「からかわないでください！」

　思い詰めた表情で、シゲチヨは言った。

「僕、これでも僕なりに、真剣に悩んでいるんですから……」

「見りゃわかるよ。ったく、おめえは全部顔に出るんだから……。だからキサラに『不服か!?』って突っ込まれるんだぞ」

「わかってます！」

「ま、いい。俺が結論を出してやろう。おめえは俺たちと一いつ緒しよに『ギュローメ』に来た方がいい。何を企たくらんでいるかは知らねえが、その方が『仕事』が楽だぜ」

「御お心こころ遣づかい、ありがとうございます」

　シゲチヨは馬ば鹿か丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎして、

「でも、おかげで決心が付きました」

　と、晴れやかな表情で言った。

「やっぱり僕、出席することにします」

「気持ち良くキサラを祝福しようって雰ふん囲い気きじゃねえな、その表か情おは──」

「僕だって、このまま『いい人』で終わるつもりはありませんよ』

「もう充じゆう分ぶんに悪い奴やつだよ、おめえは」

　ウインクするラルゴ。

「おめえの存在は、あの夫婦を不幸にするんだ。キサラを一生後こう悔かいさせ、ディックに嫉しつ妬とさせるんだぜ。わかってんのか？」

「だから──」

　と、シゲチヨは言った。

「後悔させないために、僕は行くんです！」

「おめえも成長したな、シゲチヨ」

　目を細めるラルゴ。

「ただ、後先考えずに行動するところは、昔のまんまだ」

「止めたって、僕は行きますよ」

「止めねえ」

　ラルゴは言った。

「考えてみりゃ、あの日、あそこで、おめえが後先も考えずに飛び出してこなけりゃ、俺ははずみでキサラを絞しめ殺して、一生後悔する羽は目めになっていたんだよなあ……」

　しみじみ言う。

「だからおめえの無む鉄てつ砲ぽうを咎とがめ立てする資格は、俺にはねえ」

「お互い様ですよ」

　シゲチヨは微笑ほほえんで、

「あの日、あなたがキサラたちの乗る『熱田』にちょっかいを出さなければ、僕たちは生しよう涯がい忘れられない共通の、楽しい想い出を持つこともなかった。そうでしょう？」

「まだ、想い出には、したくねえよ」

　ラルゴは牙きばにも似た犬歯を見せて笑った。

「最高の想い出はな、シゲチヨ、今日作られるんだ」




「なあに、その格好」

　ドレス姿のイリナを見て、マスミが笑った。















「まるで着せ替え人形じゃない！」

「あんたこそ、全然似合ってないわよ!!」

　マスミのフリル付きドレスをけなして、イリナの反撃。

「Ｃ級アイドルみたい……」

「あによ!!」

「やめなさい、二人とも！」

　エリザが叱しつ咤たする。

「いちおう、御お目め出で度たい席なんだから……」

「黙だまれ、出で来き損そこないコンパニオン！」

　マスミとイリナが口を揃そろえて評した。

「ぬゎんですってぇ～！」

　キレるエリザ。

「もういっぺん、言ってみなさい！」

　披ひ露ろう宴えん会場隅すみの『亀』テーブルに、一緒に隔かく離りしたキサラの采さい配はいは、正解だった。

「まだ始まらないのかなあ……」

　と、退屈し始めた三人娘。

「なにせ、これだけの来らい賓ひんよ」

　隅が見えないほどの会場を持参の双眼鏡で覗のぞきながら、エリザ。オペラグラスではない。軍用の、高倍率双眼鏡なのである。これでないと『亀』テーブルから、新郎新婦の表情は見えない。

「ちょっと、遠過ぎない？」

　憤ふん慨がいする、イリナ。

「あたしたち、親友なのに──」

「ここのところは、否定されても仕方のない所業だったけどね……」

　とは、マスミ。

「仕方ないわ。新婦側のいい席は、全部軍のお偉えらいさんだもの。イサム・フジ最高司令長官を筆頭に、現役元げん帥すいだけで八人も招待されているのよ。序列からいったら、たかが少しよう尉いのあたしたちなんて……」

　ひがむひがむ。

「でも、ちゃんと三人揃って、スピーチの時間はあるもんね」

「六時間も、先の話だけど……」

「四回目の、お色直しの後ね」

　うんざりする。

「それだけ待って持ち時間は、三分しかないわ」

　マスミが言えば、

「それじゃ、キサラの悪行の数々を暴ばく露ろするには、とても足りないね」

「そうと知って、時間を削けずったんでしょうよ」

　エリザが言った。

「キサラのすることに、ぬかりはないわ……」

「じゃ、無ぶ難なんに歌でも歌いますか……」

「その点も、ぬかりないわね」

　エリザは懐ふところから、一枚のメモを取り出した。

「事前にこれを、キサラから直じき々じきに手渡されたわ」

「何それ？」

「見ればわかるわよ」

　それはキサラがピックアップした『これだけは歌うなリスト』であった。

『浪曲子守歌』『てんとう虫のサンバ』『さよなら』『乾杯』などの、古典歌謡を初めとして、結婚式で歌われがちな曲、歌ってはまずい曲などがびっしりと書き連つらねてある。

「さすが……」

「これって、いいかも……」

「同じようなの作って、カラオケ行く前に上司に渡しときたいね」

「あ～、まだ始まんない！」

「お腹空すいたよ～!!」

　忍耐の限界に、近い。

「ま、始まってしまえば死ぬほど食べられるんだけどね……」

「そう思って、朝食抜いてきたのよ、あたし」

　とイリナ。

「あたしなんか、昨夜ゆうべの夕食からじゃ」

　とマスミ。

「そう。それにこの服、ウエストにサイドギャザーが入ってるの」

　とエリザ。

「これで、いくら詰め込んでも大だい丈じよう夫ぶじゃ！」

　工く夫ふう、それぞれである。

「それにしても、遅い！」

「これ以上遅れるようなら──」

　と、イリナは会場の正面を指差し、

「あれ、略りやく奪だつしちゃうぞ！」

　と、本気で言った。その先には、高さ三十メートルはありそうなウエディングケーキが、ひたすら異い彩さいを放っている。

　ところが──、

『会場の皆様、誠に申し訳わけございません』

　という、アナウンス。

『やんごとのない事情により、式の開始が二時間ほど遅れます……。御多忙の中、誠に恐きよう縮しゆく至し極ごくではございますが──』

「いい加か減げんにしてよ～！」

　イリナの声は、悲鳴になっていた。

「なんで～!?」

「あたしが、訊きいてきてやる！」

　エリザが席を立てば、

「あたしも！」

　とマスミも立ち上がる。

「ここでじっとしていても、埒らち開あかないもんね!!」

　とイリナ。

「三人で捩ねじ込めば、効果もそれだけ絶大よ」

　キレた三人娘に、敵はない。

「なんでよ～!?」

　会場係を、吊つるし上げる。

「それが……」

　おどおどしながら、彼は言った。

「花はな嫁よめが……遅ち刻こくです」

「遅刻～!?」

　三人娘の、ハーモニー。




「しっかし、結婚式当日に寝坊して、軍の艇ふねをタクシー代わりに駆かけ付ける花嫁ってのも、前代未み聞もんでしょうねえ……」

『はやぶさ13』号の副長、ハンス・ケプラー兵へい曹そう長ちようは呟つぶやいた。今ではすっかり、キサラの乾こ分ぶん。言いなりである。

「ウジャウジャ言ってんじゃない！　それよりもっとスピード出ねえのか!?　グズグズしてたら、始まっちまうぞ、式！」

　艇長席のキサラは、軍服ではない。なんと純白のウエディングドレス姿だった。手にはブーケすら持っている。

「無理ですよ。これ以上飛ばしたら、またＧで……」

　操そう縦じゆう席のエミリオが言った。あの醜しゆう態たいは、思い出したくもない。

「せっかくのドレスが、俺たちのゲロで汚よごれちまいますよ」

「そ、それに花嫁が到着するまで、式は始まらねえと思うんですが……」

　機関士席で、エンツォが言った。

「やかましい！」

　キサラは両足で、二人の頭を小こ突づいた。ウエディングドレス専用の、上げ底のヒールなので、たいそう痛い。

「ウダウダ言ってねえで、スピードを上げやがれ。リミッターは解除した！」

「しかし……」

　渋るエミリオの頰ほおに、なにやら冷たいものが──。

　銀色の光る巨大なナイフで、しかも大きなリボンが付いていた。

「ひょっとして、これ……？」

「ケーキ入刀用の、ナイフじゃ！　ウエディングケーキを切る前に、たっぷりと血ィ吸わせたろか!?」

「はい……」

　やむなくほんのちょっぴり、スピードを上げる『はやぶさ13号』。

「ちっくしょう、シゲチヨの奴やつ……」

　焦あせりつつ、キサラは呟くのだった。

「おかげで昨夜は全然、眠れなかった。寝過ごしたのは、てめえのせいだ。まず会場に着いたら、衆人環かん視しの中だろうと張り倒し、蹴け倒たおし、踏ふんづけた上に頭から、ケーキの中に突っ込んだる!!」

　キサラの決意は、固かった。




「ようやく連絡が、付いたそうですよ」

　イサム・フジ元げん帥すいが直じき々じきに、タイラーの耳みみ元もとに囁ささやいた。

「間もなく到着されるそうです」

「すまんね」

　と、鷹おう揚ようにタイラー。

「最高司令長官である君に、メッセンジャーボーイのようなことをさせて……」

「何をおっしゃる。閣かつ下かは常々私のことを、『単なる遣つかいっ走り』と公言されていたそうではありませんか。その評価を裏切らなくて光栄ですよ」

「知っていたのか？」

「ええ」

　皮肉交まじりに頷うなずく、イサム。お腹も含ふくめてだいぶ貫かん禄ろくが出てきたが、タイラーと較べられてはまだまだだ。

「しかし、てっきり先に出ていたと思っていたのだが、まだ家にいたとはねえ……」

　含み笑いをする、タイラー。

「それともこれも、『予定内』の行動なのかな。ウッシッシ……」

「しかし、来らい賓ひんはかなりイライラしておられるようですよ」

　イサムが眉まゆをしかめる。

「無理もない」

　とタイラー。

「分刻きざみのスケジュールの方が、大勢おられるからねえ。きっと、この会場の中でいちばん暇ひまな人間は、僕だろうな」

「間違いなく、そうでしょう」

　せめてもの反撃の、イサム。

　そこへ、ドムを影のように従えた、アザリンが現れた。

「一同退屈しておるぞ、パコパコ」

　彼女から見れば、タイラーも一生珍ちん獣じゆうパコパコであった。

「娘の責任は親の責任じゃ。いかに無責任なそちでも、ここは何かせずばなるまい。どうする？」

　微笑ほほえみながらの御言葉に、

「そうですな」

　畏かしこまって頷うなずくパコパコ。

「ここはひとつ、昔のように歌でも歌いましょうか？」

「あなた、それだけはキサラから、何度も何度も繰くり返し、やめてくれと……」

　ユリコが言った。

　実際のキサラの口く調ちようは、

『一小節でも歌ったら、親子の縁を切る！』

である。

「いいじゃないか」

　と、タイラー。

「当のキサラが遅れているんだ。歌ったって……」

「うむ」

　とアザリン。

「朕ちんが許す！」

「許されましても……」

　冷汗を浮かべるユリコ。

「こんなこともあろうかと──」

　テーブルの下のケースから、マーティンのドレッドノート45をさっと取り出すタイラー。因ちなみにこの時代のアコースティックギターは、ストラディヴァリウス並の価値がある。

「ちゃんと持って来ておいてよかった。みんな期待しているからねえ……」

「はぁ～っ……」

　ユリコのため息。

　タイラーが調弦を始めた、その時であった。

　自動小銃が、天てん井じようのシャンデリアに向けて乱射されたのは──。

「ようし、皆さんお静かに！」

　照明が落ち、破片が舞い散り、着飾った淑しゆく女じよたちが悲鳴を上げる。

「御心配なく。おとなしくしていれば、危害は加えませんよ」

「よく言うよ」

　マーティンを抱かかえたまま、タイラーは言った。

「その必要さえあれば、いつでも危害を加えるくせに……」

「この会場は、我々が占せん拠きよした！」

　覆ふく面めんを被かぶったリーダー格の男が、よく通る声で叫さけぶ。

「言っておくが、外部に通じる通路は、すべてシャットアウトさせていただいた。もっとも、このホールの性格上、外は宇宙空間、逃げようとしても無む駄だだろうがね、クックック……」

「どうする？」

　イリナがマスミの袖そでを摑つかんだ。

「どうするって……。やめなさい！　フリルが傷いたむじゃないのよ!!」

「命とフリルと、どっちが大切なのよ!?」

「取り敢あえず、命。でも、無ぶ事じならフリル……」

「キサラの奴やつ……」

　エリザが呟つぶやいた。

「こうなるの知ってて、逃げたのかなあ？」

「まさか、そこまでは……」

「でも、だったらなんて強運なの！」

「そうね」

　横目で、タイラーの方を見ながら、マスミは言った。

「だとしたらあの子の強運、いえ悪運は、父親以上ってことになるわね」

「皆さんは、大切な人ひと質じち。この会場におられる方は、どの一人をとっても、並の人質百人分の価値がある。だがその中でも──」

　リーダーが、上かみ座ざを見た。

「そこの一角におられる方々は、百万人分の価値がありそうだ……」

「あなた……」

　ユリコが不安げにタイラーを見た。

「パコパコ……」

　アザリンも、タイラーを見る。こういう時には、やはりタイラーなのだ。ドムやイサムも、立場がない。

「どうも、敵は用意周しゆう到とうみたいよ」

　ユリコの言葉に、

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　タイラーは、胸を張って豪語した。

「きっとキサラがなんとか、してくれる！」




「なんとかせい！」

　キサラは容よう赦しやなく、ハンスの頭を蹴け飛とばした。

「こうなりゃ、飛び込んで暴れ回るか」

「無茶ですよ」

　と、頭を撫なでつつハンスは上官を見た。

「あれだけの人質を、六万人も取られているんです。こっちは哨しよう戒かい艇てい一いつ隻せきだ。何ができますか。増援の到着を待つしか……」

「奴らの狙ねらいは、何かなあ？」

　とカムジンが首を傾かしげる。

「何だって、いいさ」

　とキサラは怒いかり心頭。

「どんな理由があるにせよ、あたしの結婚式を台無しにしやがって、許せねえ!!」

　とばっちりに、五人の部下は首を竦すくめた。あとはもう、ひたすら逆げき鱗りんに触れないように祈るのみである。

「ぶっ殺してやる！　しっかし、遅刻して大正解だぜ。そういう意味では、シゲチヨに感謝しねえとな……」

「どうします？」

　ハンスが振り向いた。

「普通なら、断を下すべきお偉えらいさん方まで、みんなあの中にいるんですぜ」

「ンなこたわかってる！」

　キサラの叱しつ咤た。

「だが、これではっきりしたな」

「何がです？」

「鈍にぶいね。偉い人がみんな人質になったということは、今、現在……宇宙でこのあたしが、いちばん偉い!!」

「従います……」

　五人は首を揃そろえて覚悟を決めた。逆らってはいけない。

「大丈夫だ、じきに増援が来る！」

　その通りだった。

『よう、キサラ！』

　野太い声が、通信機に飛び込んできた。

『なんともかんとも、大変なことになったなあ』

　いつの間にか『はやぶさ13号』の隣となりに、巨大な海かい賊ぞく船せんがいる。『ギュローメ』だった。

『俺たちを待機させておいて、大正解ってとこか…』

　スクリーンに、ラルゴのいかつい顔が大映しになる。

『察するに、今現在、宇宙で二番目に偉いのは、この俺か？』

「そういうことになるね」

　とキサラ。

「今はおまえが、頼たのもしく見えらあ」

『てっきりタクシー代わりかと思っていたんだが、それ以上の活かつ躍やくができそうだな。『ギュローメ』の調子を万ばん全ぜんにしておいて、よかったぜ。こっちへ移るか？』

「いや、あたしはこれでも艇長だからな」

　とキサラ。

「しばらくこっちで、指し揮きを執とる。それにこいつの方が、小回りが利きくからな……」

　ウエディングドレスのまま、入刀用ナイフを指揮杖じよう代わりに振り回すキサラ。

『それもいい……』

　微笑ほほえむラルゴ。

『まったく愉ゆ快かいなことに、なりやがったな』

「宇宙でいちばん、目立ってるぜ。ところでラルゴ、シゲチヨは？」

『あん中に、いる……』

　フヨウ・サテライト・ステーショナリービルを示しながら、ラルゴ。

『つくづく不運な奴だぜ』

「それもまたよし！」

　キサラは言った。

「さあて、どうするかな……」

　ポキポキと、指を鳴らした。

　戦闘準備、完かん了りようだ。




「できないな」

　と、銃を突き付けられたまま、イサム・フジ元げん帥すいは言った。

「惑星連合宇宙軍の最高責任者として、クム・ビクを釈放するなど、とてもできん相談だ。諦あきらめてもらおう」

「ラアルゴン側としても──」

　こちらもやはり銃口を向けられたル・バラバ・ドムが、いつも通り平然として言った。

「その条件は呑のめぬ」

「ドムの言う通りじゃ」

　と、健けな気げにもアザリン。

「クム・ビクを釈放すれば、全宇宙の平和が脅おびやかされる」

「では、是ぜ非ひもない」

　覆ふく面めんのまま、リーダーは言った。

「そちらがそういう態度なら、一分毎ごとに一人ずつ、人質を射殺するぞ！」

「脅おどしには、屈しない！」

　イサムは頑がんとして言い放はなった。

「時に威い信しんは、人命よりも重いのだ!!」

「ねえ、そんなカタイこと言わずに……」

　銃を突き付けられてもいないタイラーが、ギターの弦をポロンポロンと爪つま弾びきながら言った。

「聞いてあげたら？　なんのかんの言ったところで、人命ってのは何よりも大切だよ」

「さすがはタイラー閣かつ下か!!」

　リーダーは覆面の下でしたりと、微笑んだようであった。

「誰だれよりもよく、状じよう況きようが見えていらっしゃるようだ」

「娘ほどじゃないよ」

　タイラーとしては、謙けん遜そんしたつもり。

「僕もようやく、耄もう碌ろくしたかな……」

「駄だ目めです、閣下！」

　イサムが制した。

「ここで折れたら、奴らの思うツボです!!」

「しかし、目の前で人が殺されるのは忍びない。聞いてあげたら？」

「駄目です!!」

　断固として、イサムは拒否する。

「何があろうと、クム・ビクだけは釈放できません！」

「そうか……そういうことなら仕方ない。おい!!」

　部下を振り向く。

「我われ々われの決意が本物であることを、見せてやれ」

「どのテーブルから、始めましょう？」

「そうだな……」

　リーダーはあれこれ物色していたが、

「取り敢あえず、『亀』テーブルあたりからにしておけ。見たところ、それほど大した客でもないようだし……」

「ひ～っ!!」

　抱き合って竦すくみ上がる、『亀』テーブルの三人娘。

「命ばかりは……」

「だったらそこにいる元帥閣下に、命乞ごいしな！」

　自動小銃を向けながら、犯人グループの一人が言った。

「我々の条件を、呑んでくれってな……」

「ぐぐ……」

　イサムは拳こぶしを震わせた。

「卑ひ怯きような！」

「イサム」

　タイラーが、小声で呼びかけた。

「リラックスだよ、マイペースマイペース」

「こ、この状況下で、何がマイペースですか!?」

「こんな時だからこそ、マイペースだよ」

「は、はい……」

「さすがはタイラー」

　ドムが微笑む。

「貴様と一緒だと、どんなことでも何とかしてくれると思えるから不思議だよ」

「いいや」

　首を振るタイラー。

「実は僕にも、どうしようもない」

「なんと!?」

「今の僕にできることといったら、せいぜい時間稼かせぎくらいのものさ」

「時間稼ぎじゃと？」

　アザリンが、タイラーを見る。

「それはどういうことじゃ、パコパコ……」

「ですから──」

　タイラーは一人、静かに言った。

「子が親を、越える時が来たのですよ、陛へい下か……」




「困っちゃったなあ……」

　通路を歩きながら、シゲチヨ。

「御手洗いに行ったまではよかったけど、おかげで帰り道に迷っちゃった。それにしてもこのホール、まるでクリスタルの迷宮だよ。披ひ露ろう宴えん会場は、どこだ？」

　実はシゲチヨ、この騒さわぎをまだ知らない。本人は『大事』を前に緊きん張ちようしていたが、傍はた目めにはまことに悠ゆう長ちようなものである。

「な、なんだか迷っているうちに、また催もよおしてきちゃったぞ……」

　緊張していると、トイレが近くなっていけない。

「と、トイレはどこだ……!?」

　今度はそれも、わからない。

「こ、こんなことではいけないぞ！」

　自分を叱しつ咤た鼓こ舞ぶする。

「シゲチヨ！　おまえにはキサラを婚礼の席から奪うばって逃げるという重大な任務が……」

「動くな!!」

　そのシゲチヨの首筋に、冷たく光る物が押し付けられた。

「ひっ！」

　危うく漏もらすところだった。そうなると一いつ張ちよう羅らのタキシードなので、後が大変だ。

「動かないで、くださいな。声も立てないように……」

「ハルミさん！」

　シゲチヨの歓かん声せい。

「よかった！　地じ獄ごくで仏ほとけだ。トイレどっち？」

「それどころでは、ありません」

　ハルミⅡは手短に状況を説明した。シゲチヨは驚おどろきを隠かくせない。

「由ゆ々ゆしき事態になりました」

「そうだね。でも、キサラがこの場に居合わせなくて、本当によかった……」

「私はこっそり、会場を脱ぬけ出すことができました。これから、連中が占せん拠きよしている管制室を、制圧しようと思っています」

「僕も手伝うよ」

「ええ、お気持ちは──。でも、邪じや魔まにならないように、してくださいな」

「はい……」

　ハルミⅡはこういう任務にはうってつけだ。むしろシゲチヨは足手纏まといだろう。

「なんとか、外のキサラさんと連絡が取れればいいんですけどね……」

「通信機は？」

「生あい憎にくと、持って来ませんでした。でも管制室を乗っ取れば、外と連絡できます」

「そうだね」

「とにかく、人ひと質じちの安全が最優先です」

「同感だ。連中の数は？」

「多くはないようです。百人を超えることはないでしょう。それだけ、プロということは言えますね」

「クム・ビクを釈放なんかしたら、僕らがケルテでやったことが、無む駄だになってしまう」

　シゲチヨは、それだけは許せなかった。

「キサラだってそれは承知しないと思うよ」

「まったくです。頑がん張ばりましょう」

「その前に──」

　シゲチヨは、言った。

「トイレ、行かせて……」

「そこの角を、右へ曲がって三つ目の脇わき道みちを左です……」

　頭を抱かかえながら、ハルミⅡ。こういうところは、実に人間臭くさいのだ。

「手早くお願いします……」

「うん……。助かった」

　シゲチヨ、自然の声に急せかされながらトイレへ駆かけ込む。と、そこで、やはり用を足していた犯人の一人とばったり鉢はち合あわせした。

「あ──!?」

「てめえ！」















　チャックを閉めるのももどかしく、銃口を向けようとする敵。

「ひ──!!」

　首を竦すくめつつも、床に転がりざま、相手の両足を足払いで刈かるシゲチヨ。

　天てん井じように向けて、銃が暴発した。倒れた敵は後頭部をしたたかにタイルで打ち、昏こん倒とうする。

「お手柄です、シゲチヨさん」

　駆け付けたハルミⅡが清せい掃そう用具入れに置いてあった洗せん濯たく用ロープで、そいつを縛しばりながら言った。

「いや～、怪け我がの功こう名みよう……」

　むしろタキシードが汚れてしまった方が、痛い。

「しばらく眠ってもらいましょう」

『個室』に押し込めながら、ハルミⅡ。

「でも、僕個人の状況は、少しもよくなってないんだよね」

　と、シゲチヨ。

「ごめん、ハルミさん。むこう向いてて……」

「はい……」

　顔を赤らめるハルミⅡ。ジョボジョボという威い勢せいのいい音が聞こえてきた。相当緊きん張ちようしていたようである。

「やっぱり、照れ臭いよ……」

　そう言って、振り向く。

「さあ、行こうか！」

　急に元気になるシゲチヨ。現金なものだ。

「人質を解放して、宇宙の英えい雄ゆうだ!!」

「シゲチヨさん……」

　低い声で、俯うつむきながらハルミⅡは言った。

「前、開いてますよ……」

「あ──」

　シゲチヨの中で何かが、音を立てて崩くずれた。














第三十三章　燃え尽つきてシゲチヨ









「そうか、管制室を制圧したか」

　シゲチヨからの報告に、『はやぶさ13号』のキサラは微笑ほほえんで頷うなずいた。

「希まれには役に立つな、シゲチヨ」

『僕は何もしてないよ』

　と、通信スクリーンの中でシゲチヨは照れながら言った。

『全部ハルミさんが、やったんだ』

「知ってるよ、バカ！」

　と、相変わらずのキサラである。

「あたしが知らないとでも思ったか。舞い上がるな！」

『うん……』

　さして気落ちした様よう子すもないシゲチヨ。それよりもキサラと連絡が取れたという安あん堵どの方が大きい。

「でもまあ、無ぶ事じでよかったな」

『キサラ……』

「おまえにまで死なれたら、後味悪いじゃんか」

『そ、そうだね……』

　シゲチヨの瞳ひとみが、潤うるんだ。

『これからどうしますか？』

　シゲチヨに代わって、ハルミⅡがスクリーンに現れた。

『御命令を、中ちゆう尉い』

「そこから、ドックが開けられる？」

『できると思います』

「じゃ、開けてくれ。『はやぶさ13号』を連結する。あたしが行かねえと、どうにもなんない」

『了解しました』

　やがて、フヨウ・クリスタル・ステーショナリービルの連絡シャトル用ドックのひとつがゆっくりと開くのが、『はやぶさ13号』からも見えた。

「入るよ」

　とキサラ。

「合がつ点てんでさあ！」

　ここぞと張り切る、ハンスたち五人の『手下』。

「あんたたち、いざとなれば白兵戦もできるわよね」

「どっちかと言うと、そっちの方が好きなんで」

　エンツォが言った。

『キサラ』

『ギュローメ』のラルゴが、心配そうに声をかけた。

『気を付けろ』

「わあってるわよ！　誰に言ってる!?」

『宇宙一火遊びの好きな、暗黒太陽小町にさ』

「あたしが死んだら、線せん香こうの一本も上げてくれ。花は真赤な、薔ば薇らの花だよ！　墓はか石いしが見えなくなるくらい、絶やすなよ！」

『わかったぜ。だが、そいつはもうちょっと、先の話にしてもらいてえな』

「あたしもそう願いたい!!」

　やがて『はやぶさ13号』は、ゆっくりとシャトル用ドックへ。こういう時、小回りの利きく小型艇は便利だ。

　ドックではシゲチヨが一行を迎むかえた。

「まずはでかした」

　と、シゲチヨを見るなり、キサラ。

　やおらに拳こぶしで、その顔を殴なぐりつけた。

「だからこれで、勘かん弁べんしたる！」

「なんで……？」

　事態が把は握あくできないシゲチヨ。

「うるさい！　あたしを泣かした罪は宇宙よりも重いんだ。さっきの手柄で、それくらいで帳消しにしといてやる。感謝せえよ！」

「僕がいつ、キサラを泣かしたの？」

「知らんでいい。永久に……」

「ひ、ひどい……」

「あんたがシゲチヨさんで」

　ハンスが言った。

「お噂うわさ通りの人だ」

　しみじみと、同情する。

「見ず知らずにまで、同情されたくない……」

「やかましい！　上、行くぞ」

　ドックから細い連絡用通路を上った先が、管制室だった。

「御苦労さまです」

　ハルミⅡが敬礼して迎えた。

　管制室は八畳間程度。これだけの宇宙建造物をコントロールするための設備としては異様に小さいと言えるだろう。床ゆかには二人のテロリストが、武装解除されて転がっていた。

「殺したの？」

「いいえ。眠ってもらっただけです」

　と、ハルミⅡは自分の細い指を見せて言った。

「ツボを刺激することで、数時間気を失わせるということも、やろうと思えばできるんです。犯人とはいえやっぱり御お目め出で度たい席ですから、流血は最小限に……」

「ありがとう」

　ハルミⅡのそうした心こころ遣づかいが、キサラには嬉うれしい。

「それにクム・ビクの影かげ武む者しやを死なせてしまったようなミスは、もう犯したくはないですからね」

「成長しちゃって、アンドロイドが……」

「それより今後の作戦は、どうしよう？」

　シゲチヨが言った。

「敵の数は？」

「気を失わせる前に、尋じん問もんしました」

　と、ハルミⅡ。

「十八名です」

「それだけ？」

　なんだか拍ひよう子し抜けする。

「それだけ自分たちの仕事に、自信があるということです」

　確かに彼らは、ただ一名の例外もなくプロだった。

「そのうちの三名は、捕とらえたよ」

　とシゲチヨ。

「一人は僕が──」

　そのシゲチヨの顔面に、チョップをかますキサラ。

「てめーにゃ訊きいてね～」

「聞きしに勝まさる、扱あつかいだ」

　とハンス。

「同情するぜ……」

「な、なんのこれしき……」

　必死に耐えるシゲチヨ。

「昔に較くらべれば、優しくなったよ」

　昔は人間扱いされていなかった。

「後で、一いつ緒しよに飲もう！」

　シゲチヨの肩を抱く、ハンス。一緒に話したいことが、いっぱいあるのだ。

「すると残りは、十五人か……」

　ふっと笑って、キサラ。

「よし。頭数を減らそう」

　そう言って、自分の格かつ好こうを見る。

「それにしても、このドレスじゃ、動きにくくてかなわんな」

　ふと、シゲチヨを見る。

「ふっふっふ……シゲチヨ～」

　急に猫ねこ撫なで声になった。その恐ろしさを、誰よりもシゲチヨは知っている。

「ま、まさか……」

「そのまさかだ。あたしと服を交換しろ」

「交換しろって、その、それは……」

「大きめに作ってあるから、大だい丈じよう夫ぶだ」

「大丈夫じゃな～い!!」

　所しよ詮せんシゲチヨは、こうなる運命なのか。

「見たところおまえのタキシードが、いちばん着心地よさそうだ」

「そ、そういう問題では……」

　さめざめ泣くシゲチヨ。

「もう女装は、しなくていいと思っていたのに……」

「きっと似に合あうぞ、シゲチヨ」

　冷さめた声でキサラ。まったくフォローになっていない。

「こんな綺き麗れいなウエディングドレスを着させて貰もらえるなんて、おまえは幸せ者だなあ、シゲチヨ……。今日はテレビカメラもいっぱい入ってるから、また全銀河に艶あで姿すがたを、中継してもらえるかも知れないぞ」

「死んでやる～！」

「そうだ、死ね」

　と、さらに追い討うちをかけるキサラ。傷口に塩どころか、毒を擦すり込むようなものだ。

「ウエディングドレスを着て、囮おとりになれ！　その間にあたしたちが、敵を倒す!!」

「あんまりだ～！」

「人間、辛しん抱ぼうだ！」

　ポンとシゲチヨの肩を叩たたく、ハンス。

「俺の胸で、泣け」

「しくしく……」

　さめざめ泣く。

「で、でも……、僕のタキシードはキサラには大き過ぎるよ」

　そこに一筋の光こう明みようを見出したのだ。だが、

「いいえ。私が仕立て直して差し上げますわ」

　その一筋の光明を、無残にも打ち砕くだくハルミⅡ。

「こう見えて、針仕事も得意なんですの」

　そう言って、ソーイングキットを取り出す。キサラなどより、家事はよほど得意だ。

「そうそう。同居してたけど、ハルミさんの作る御飯は美う味まくてな……」

「ひ～ん！」

「ついでに、お化け粧しようもして差し上げます」

「辞退したい……」

「甘い！」

　キサラの一いつ喝かつ。

「いい加か減げんに悟さとれ、シゲチヨ。おえは所詮、俎まないたの上の鯛たいなんだ」

「鯉こいだと思う……」

「ふっふっふ、墓ぼ穴けつを掘ったの～。それ、みんなで鯉を押さえつけろ！」

「ひ……」

「悪く思うな！　上官命令だ!!」

　皆で寄ってたかって、無理やりタキシードを脱がす。

　この世のものとは思えぬ、シゲチヨの悲鳴が管制室に轟とどろき渡った。

　そして──、

「ほう……」

「なかなか……」

「これはこれで……」

　似合った。確かに背が高すぎるという点を除のぞけば、あとは非の打ち処どころがない。プロポーションも均整が取れており、何よりも衣い裳しよう映ばえがする。

「似合うぞ、シゲチヨ」

　キサラの、とどめの一言に、

「お婿むこに行けない！」

　さめざめ泣く、シゲチヨ。

「はい、失礼します……」

　そこへ、コンパクトを持ったハルミが、最後の入念な仕上げ──。

「整った顔だから、やり甲が斐いがありますわ。それになんて、化粧の乗りがいいんでしょう。さすがにまだ十代の素肌だけのことはありますね。後は仕上げを、ご覧ろうじろ……」

　化粧映えもまた、超一流。

「う～ん……」

　ハンスが唸うなった。

「美しい……」

　そうとしか言えない。

「ネオ・バンコックのルンピニー通りに立っている、どんなオカマよりも綺き麗れいだ……」

　ティー・ソークの意見は、シゲチヨにはたいそうこたえた。

「記念に写真、撮っておこう」

　エミリオがポケットから使い切りカメラを取り出し、皆で記念撮影。シゲチヨ以外の全員が、悪ノリしてＶサインを出す。

「なんだか、本当に結婚式のようだなあ……」

「く～っ!!」

「さあ、後は囮おとりになるだけだ」

　キサラが命令する。

「行け、シゲチヨ！」

「死んでやる～！」

　自暴自じ棄きになったシゲチヨに、

「ただし、今回は火器の使用を認める」

　と、テロリストから奪うばったフルオートのビームガンを、シゲチヨに与えるキサラ。

「さあ、おまえのその怒りを、思う存分奴やつらにぶつけてこい！」

　ポンとシゲチヨの、背中を叩たたいた。

「うわ～っ!!」

　キレたシゲチヨは、ウエディングドレスにビームガンという凄すごい格かつ好こうで、通路を駆かけ出した。

「この恥はずかしい格好を、見た奴は全員殺す！」

「それ、今だ!!」

　と、キサラ。

「シゲチヨに続け！」

「なんだかなあ……」

　エンツォは冷汗混じりに、

「艇長の性格を、垣かい間ま見たような気が……」

「降りるなら、今のうちかも──」

　顔を見合わせて、言うカムジン。

「何か言った？」

　振り向くキサラ。

「あ、いや……」

「別に……」

「エンツォとカムジン、査定、マイナス５……」

「ひ～ん！」

　ともかく賑にぎやかな一行。とても重大な使命を帯びているとは思えない。

「このノリですわ」

　と、一行の殿しんがりを固めながら、ハルミⅡ。

「私が、あなたと一いつ緒しよにいて心から『楽しい』と思えるのは──」




「うわぁ～！」

　半狂乱で叫さけびつつ、もうどうとでもなれとシゲチヨは、ビームガンを乱射しつつ走る。ウエディングドレスの裾すそが足元にまとわり付くのにも、お構いなしだ。

「出て来いテロリストども、全員殺す！」

「な、なんだ……」

　あまりの騒そう々ぞうしさに、ドアを開いて一人顔を出したのを、

「はいっ！」

　と、ハルミⅡが急所を突いて気絶させた。

「これで、四人目……。あと、十四人」

　手早く縛しばり上げる。

「造ぞう作さもねえな」

　とハンス。

「この調子なら、案外楽にいくぜ」

「油ゆ断だんは禁きん物もつ！」

　と、キサラ。

「シゲチヨの、ハイな状態はそう長続きしねえからな」

　経験から言う。

「反動で、もとに戻もどった時が怖こわい。そうなりゃただの、超役立たずだ」

　あんまりかも知れない。

「その前に、できるだけ多く、片付けるんだ！」

「キサラ、手榴弾パイナツプル！」

　シゲチヨが叫んだ。

「誰だれに言ってる!?」

　苦笑しつつ、手榴弾を放って寄よ越こすキサラ。ただし、炸さく薬やくの量は減らしてある。

「くらえ！」

　開いたドアから、手榴弾を放り込む。爆発が起こって、昔のバラエティーコントのように黒くろ焦こげ状態のテロリストが二人、噎むせ返りながら飛び出した。一人をキサラが、もう一人をハンスが縛り上げた。

「残り……十二人」

　三分の一は制圧したわけだ。

　しかし──、

「式場以外に配置されているのは、雑ざ魚こだ」

　とキサラ。

「本当に手て強ごわいのは、人ひと質じちと一緒にいる」

「一人でもテロリストが残っていて、一人でも人質を押さえられている限り、状じよう況きようは変わりません」

　ハルミⅡの冷静な分ぶん析せきに、キサラは頷うなずく。

「どっかから、披ひ露ろう宴えん会場に忍び込めないかな？」

「そうですね……」

　と、式場の見取り図を見ながら、ハルミⅡ。

「この上の通路から、会場の屋根裏へ、入れますよ」

「そこだ！」

「ここにも一人か二人、配置されているでしょうが、それさえ片付けられれば──」

「勝機は充じゆう分ぶんにあるな」

　頷く。

「よし来い、シゲチヨ！」

「この格かつ好こうで？」

「その格好だから、使えるんだ!!」

　そこには冷れい徹てつな計算があるのだ。

「シゲチヨと鋏はさみは、使い様……」

「な、なんだかますます、同情してしまうなあ……」

　とティー・ソーク。

「シゲチヨのこと、尊敬してしまうかも……」

「ここがそうですね」

　と、その部屋の前で、ハルミⅡ。

　そこは披露宴会場の、言わば『裏方部屋』だった。この部屋から照明やゴンドラや、ＢＧＭを操そう作さするのである。

「シゲチヨ！　飛び込め!!」

「と、飛び込めと言われても……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。その格好なら、すぐには撃たれない！　奴らも一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよするはずだ」

「なるほど……って、感心している場合じゃないんだよな……」

「とにかく行け！」

　尻しりを蹴け飛とばすキサラ。

「うぉ～っ!!」

　もうヤケクソで飛び込むシゲチヨ。

「う──!?」

「てめえは!?」

　しかし、艶つややかなウエディングドレスを、すぐには撃てないテロリストたち。

　一瞬の間かん隙げきを突いて、床ゆかすれすれに飛び込んだハルミの手刀が、二人の向こう脛ずねを嫌いやというほど叩たたきつけた。

「げっ!!」

　脛を抱かかえて悶もん絶ぜつする二人を、全員で押さえつける。

「残り……十人」

「よし。ここを制圧できたのは大きい」

　北ほく叟そ笑えむキサラ。

「見ろ。ここからなら式場の様よう子すが、手に取るようにわかる……」

　壁へき面めんにモニターがいくつも並んでいた。ひっきりなしに切り替わっており、式場内の様子が手に取るようだ。

　が──、

　それらのモニターを見て、キサラの表情が凍こおり付いた。

「親父おやじ……！」

　銃を突き付けられた、タイラーがいる。

「エリザ、マスミ、イリナ……」

　抱き合って泣きじゃくっている、三人娘がいる。

「父さん！」

　シゲチヨも叫んだ。彼の父親であるヤマモト元げん帥すいは、腕組みをしたまま、複数のテロリストから銃口を向けられていた。

「なんとも豪華な、人ひと質じちを取られたもんだな」















　思わず呟つぶやく、ハンス。

「こりゃ、まるで手が出せねえぜ」

「許さねえ！」

　キサラが叫んだ。

「このあたしの大事な人たちを、こんな目に遭あわせたらどうなるか、たっぷりと思い知らせてやる!!」

「キサラさん、ここは冷静に……」

　ハルミⅡが囁ささやくと、

「わかってるわよ！」

　焦あせるばかりで、妙みよう案あんが浮かばないキサラ。

「なんとか奴らの注意を、引き付けられればなあ……」

　とハンス。

「人数だけなら、こっちは敵とそう変わらん。マンツーマンでかかれば、武器を奪うばえる」

　それぞれに、腕に覚えはある連中だ。だが人質が桁けた外はずれにＶＩＰばかりなので、僅わずかな対応の遅れが、取り返しのつかない事態を招く。

「なんとかしないと……」

「そうだね」

　さすがに走り回って疲れたらしい、それ以上に精神的に消しよう耗もうしたシゲチヨが、純白ドレスのまま、部屋の隅すみにあったベンチのような物に腰掛けた。

　が──、

　それは、ベンチではなかった。

「あれ？」

　何なに気げなく動かしたシゲチヨの手が、スイッチに触ふれた。

　途と端たんに……、

　それが、動き始めた。

　それは新郎新婦を乗せるための、あの悪名高いゴンドラだったのだ。

「うわっ！」

　慌あわてて止めようとしたシゲチヨは、別のスイッチを入れてしまった。

　ＢＧＭが式場に鳴り渡り、スポットがゴンドラの降りてくる辺あたりを照らし、スモークが一いつ斉せいに噴ふき出した。

「あわわ……」

　ただうろたえることしか──それはそうだろう──できないシゲチヨ。

「馬ば鹿か、なにやってる!?」

　反射的にゴンドラに飛び乗る、タキシードのキサラ。

　二人を乗せたまま、衆人注目の中、ゆっくりと降りてゆくゴンドラ。

「キサラさん！　シゲチヨさん!!」

　叫ぶハルミⅡ。

「そんな！　これが二人の御お披ひ露ろ目めだなんて……」

　だが、もう遅い。

「な、なんだ!?」

　驚おどろいたのは式場の人質六万人である。突然結婚式が、始まってしまったからだ。完かん璧ぺきに意表を突かれたのは、テロリストたちも同じであった。

「何が始まるのだ!?」

　そんな中で、

「始まったな」

　と、ニヤリと笑ったのは、タイラー一人であった。

「ほう。これはまた……」

「な、なに……!?」

　反射的にヤマモトは、目を開いてゴンドラを見た。それまで沈着冷静に、気を鎮しずめるため瞑めい想そうに耽ふけっていた目に、いきなり飛び込んできたのは目にも艶つややかな新郎新婦であった。

　そう……。

　新郎、キサラ。

　新婦、シゲチヨであったのだ。

「う、う……」

　ヤマモトのこめかみが、一いつ瞬しゆんピクピクと、小こ刻きざみに震えた。

「う……うおおおおおおおおおおおおお～っ!!」

　頭を抱かかえて、絶ぜつ叫きようする。それ以外に彼に、何ができたであろう？

「や、　ヤマモト家の品格がぁ～っ！」

「ドクター！」

　すかさずタイラーが、側にいたドクター・キタグチを見た。

　が──、

　キタグチはただタイラーに向け、静かに首を振っただけだった。

「ほ、本日は……お日柄も宜よろしく……」

　ついにプッツン状態のヤマモトは現実逃とう避ひを始め、用意してあった祝しゆく辞じを、さすがに朗朗とはいかないまでも、声高らかに朗読し始めた。

「フヨウ家とタイラー家におかれましては、良縁目め出で度たく……」

　その間にも、ゴンドラはゆっくりと降りてくる。

「き、キサラ……」

　無菌状態に保たれた透とう明めいカプセルの中から、すっかり本日の主役の座を奪うばわれてしまったディックが、二人を見上げる。

　そして──、

　愕がく然ぜんとした。

「に、似合っている……」

　そう認めざるを、得なかった。

「二人とも、似合っている……」

「おのれ！」

　一瞬呆あつ気けに取られていたテロリストたちも、少し遅れて我われに返った。

「撃て！」

　リーダーが命じる。

「撃ち殺せ!!」

　十挺ちように近い自動小銃やビームガンが、ゴンドラに向け一いつ斉せいに放たれた。たちまち照明を浴びつつ、孔あなだらけにされるゴンドラ。

　そのＢＧＭはメンデルスゾーンの『結婚行進曲』だ。

「あっ、キサラ……」

　くたっと気を失うユリコを、支えるタイラー。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、その耳元に囁ささやくタイラー。

「キサラがあれくらいのことで、死ぬものか！」

　その時、会場の後ろの方で、異変が起こった。

　一瞬とはいえゴンドラの二人に気を取られたテロリストどもの混乱ぶりは、強つわ者もの揃ぞろいの『はやぶさ13号』のクルーたちに、行動を起こさせるに充分だったのである。

　彼らにより、ゴンドラにばかり注意を集中していた五人のテロリストが武器を奪われ、その場に押さえつけられた。

　ハルミⅡの活かつ躍やくは、ここでも際きわ立だっていた。二人を一瞬の間に昏こん倒とうさせると、さらに三人目の首筋に、その必殺の爪つめを突き付ける。

「武器を捨てなさい！」

　鋭するどく叫さけぶ。

「もうあなた方に、勝ち目はないわ！」

　二人のテロリストだけが残った。覆ふく面めんのリーダーと、巨漢のラアルゴン人である。

「ちっ!!」

　リーダーは形勢悪しと見るや、踵きびすを返した。

「あ、ドク・ルンさま!?」

　うろたえるラアルゴン人。

「後はなんとかしろ!!」

「そんな……」

「野や郎ろう、一人だけ逃げようってのか!?」

　孔あなだらけになったゴンドラから、飛び出すキサラ。

「あたしの結婚式を台無しにしておいて、許さねえ！」

　台無しにしたのは自分も同じだと思うが、どうか？

「逃がすかよ！」

「うおおお！」

　進退谷きわまったラアルゴン人が、その巨体をもって立ち塞ふさがった。

「ここは通さん！」

「寝ね言ごとは寝てから言え！」

　ゴンドラの底に倒れているシゲチヨに、手を差し出す。

「起きろ！　シゲチヨ!!」

　二人は咄とつ嗟さにゴンドラの底に身を伏ふせて助かったのだ。弾丸とビームは悉ことごとく、二人の頭上を素通りしていった。やはりキサラの強運は、本物だ。

「寝てる場合か!!」

「う……キサラ……」

「立て！」

　その手にはしっかりと、あのケーキ入刀用のナイフが握にぎられていた。

「力を貸せ！　あのでかぶつは二人がかりでねえと倒せねえ」

「え、まさか……」

「そうだ！」

　力強く、頷うなずく。

「『夫婦初の共同作業』、いくぞ！」

　互いに手を携たずさえたまま、新郎新婦は一いち丸がんとなって、ウエディングケーキではなく巨漢のテロリストに向けて突っ込んだ。

「いけ～!!」

　これは最高のシャッターチャンスである。カメラを持っていた人ひと質じちたちは、一斉にフラッシュを焚たいた。

　約一万発のフラッシュが、同時に光った計算になろうか。

「ひ──!!」

　あまりの眩まぶしさと二人の勢いに、ラアルゴン人は尻しり餅もちを突いた。ナイフは彼の鼻先を掠かすめ、自じ慢まんの髭ひげを剃そったにとどまった。

「う～ん……」

　失神するテロリスト。

「残るは親玉、ただ一人！」

　が──、

　その一人が、曲くせ者ものであった。

「おのれ～」

　逃げながらドク・ルンは、その覆面を自みずからかなぐり捨てた。

「キサラめ！　かくなる上は捲けん土ど重ちよう来らいだ！」

　脱出艇の格納庫を目め指ざして、逃げる。

「待て！」

　追うキサラ。

「許さねえぞ!!」

「ちっ、しつこい！」

　取り敢あえず、手近にあった部屋に逃げ込む。そこは重力システム制せい禦ぎよ室であった。

「待ちやがれ！」

　ドアを蹴け破やぶる。

「てめえだけは、許さねえ！　あたしの結婚式がワヤになったのも、ゴンドラに乗せられたのも、クム・ナンが未来に行ってしまったのも、全部てめえが悪い！」

「く、クム・ナンは……」

　思わず反論するドク・ルン。

「取り敵えず関係ないと思うぞ、この場合……」

「甘い！　風が吹くと桶おけ屋やが儲もうかる!!」

「どういう理屈じゃ……」

「問答無用！　天てん誅ちゆう!!」

　その隙すきにキサラは、ドク・ルンの背後から飛び蹴りをかました。

「キサラスペシャルじゃ！」

「うう……」

　コントロールパネルに頭をぶつけ、目からヒヨコと星を出すドク・ルン。

「不覚……」

「どうじゃ、おそれいったか!?」

　押さえつけつつ高らかに笑う。

「これにて一件落らく着ちやく！」

「キサラ！」

　遅れて飛び込んできたウエディングドレスのシゲチヨが叫さけんだ。

「落着じゃない!!」

「え──？」

「制禦装置が……」

「あ──!?」

　なんとドク・ルンがパネルに頭をぶつけた拍ひよう子しに、フヨウ・サテライト・ステーショナリービルの重力制禦装置が、暴走を始めてしまったのだ。

「ンな、アホな!?」

「大変だよ、キサラ……」

　と、ディスプレイを見ながらシゲチヨが叫ぶ。

「このままじゃ、この式場は落っこちてしまう！」

「落ちるって……」

「このステーショナリービルが周囲を回っている、惑わく星せいカルイザーにだよ！」

「は──？」

　キサラの目が、点になった。

「マジ？」

「マジ」

「し、シゲチヨも、冗じよう談だんが過ぎるぞ。噓うそだと言え！」

　そう言ってシゲチヨの頭を抱かかえ、小こ突づき回す。

「噓だろ!?　噓だと言わんか！」

「うう……噓じゃない」

　泣きながら、シゲチヨ。

「悲しいけど、噓じゃない。このままだと、大気圏で燃え尽つきてしまう。六万人の来らい賓ひんごと……」

「ふふふ……ははは……」

　倒れたままのドク・ルンが嘲あざけり笑う。

「クム・ビク陛へい下かの釈放には失敗したが、復ふく讐しゆうには成功したな。いや、差し引いてもお釣つりがくる！」

「てめえは黙だまってろ！」

　その頭を蹴飛ばす。ドク・ルンは再びパネルに頭をぶつけ、おとなしくなった。

「い、今ので……」

　と、シゲチヨ。

「ますます、早まったみたい……」

「シゲチヨ、おまえが悪い！」

　責任転嫁する、キサラ。

「あそこでゴンドラを動かした、おまえがすべて悪い！」

「そ、それだっていいさ」

　泣きそうな顔で、シゲチヨは言った。

「この、最悪の悲劇さえ回かい避ひできるなら……」

「で、時間はどれくらい？」

「あんまりない」

　パネルを見ながら、シゲチヨ。

「せいぜい一時間か、二時間……」

「よし！　それだけあれば充じゆう分ぶんだ!!」

　敢かん然ぜんと立つキサラ。

「この絶体絶命の危機を救えば、あたしは宇宙の英えい雄ゆうとして、親父おやじを越えられる！」

　事態の張本人であることは取り敢あえず棚たなに上げ、キサラは決然と言い放つのであった。














第三十四章　それでも僕ぼくはキサラが好き









「閣かつ下か……」

　ハロルド・カトリが、タイラーの前につかつかと歩み寄って、言った。

「脱出艇の御用意が整いました。奥様と御ご一いつ緒しよに、速すみやかにお乗りください。不ふ肖しよう、この私が操そう縦じゆうさせていただきます」

「僕は、いいよ」

　と、タイラーはやんわりと辞退した。

「他に逃げたい人から、逃げていい。あ、君も逃げていいんだぞ、カトリくん。君には妻さい子しもいるんだ。長いこと、僕の専属運転手、御苦労だった……」

「そんな、閣下……」

　カトリはその場に立ち尽つくした。

「閣下を置いて、どうしてこの私が一人で逃げられましょう……」

「じゃあユリコ」

　と、タイラーは傍かたわらの妻を振り向いて、

「きみ、カトリ中将と一緒に逃げなさい。君まで危険に身を晒さらすことはない」

「いいえ」

　ユリコはきっぱりと言う。

「あたしは、最後の最後まで、あなたと一緒にいるわ」

「困ったね」

　と、タイラー。

「実に、なんとも……。全員脱出できるだけの時間も、艇ふねもない……」

「しかし閣下は、まだまだ銀河のために必要な人材です」

「それを言うなら、君だってそうだぞ、カトリ。君だけじゃない、ここにいる全員が、銀河のために必要な人材だ。僕などむしろ、場所塞ふさぎだよ」

　平然と言ってのけるあたり、やはりタイラーである。

「閣下は……」

　と、カトリは言った。

「もしかして、お嬢さんがこの危機をなんとかしてくれると、信じて──」

「そのくらいは、できるだろう」

　と、タイラー。

「いくらあいつが出で来き損そこないの娘でも、ジェーンの脅きよう威いに較べればどうということもない。あの時は、今の比ではなかった」

「確かに──」

　カトリの記憶には、まだ生々しい。あの時はタイラーは、ほとんど一人で全銀河を救い、ついでにカトリは今の細君に──本人の言葉を借りれば──首根っこを押さえられたのだから。

「あの時は、逃げ場所もありませんでしたからね」

「キサラなら、大だい丈じよう夫ぶだ。僕にできることは、ここで堂々としていることくらいだ」

　それがなかなか、難むずかしい。

「その方が、キサラもやり易やすくなるだろう……」

「では陛へい下か──」

　カトリは今度は、アザリンを見た。

「陛下だけでも、脱出艇へ……」

「朕ちんは、逃げぬ」

　これまたきっぱりと、アザリンは辞退した。いや、固こ辞じした。















「パコパコが逃げぬというのに、なんで朕一人がおめおめと逃げられようか。朕はこの場を動かぬ。コパコパコが、なんとかしてくれる！」

　コパコパコとはパコパコの子、つまりキサラのことである。

「聞いての通りだ」

　ル・バラバ・ドムがいつも通りに平然と、しかし辺あたりを圧する声で言った。

「陛下が逃げぬのであれば、当然私も、御お側そばを離れようもない……。ついでに、逃げる奴やつは私が斬きる！」

　冗じよう談だんとも思えなかった。

「私もだ」

　と、アザリンの夫であるイサム。

「惑わく星せい連合宇宙軍の最高司令長官として、最後までこの場にとどまる義務がある」

「イサムの場合は、アザリン様の側を離れたくないのと違うか？」

　タイラーがやっかんだ。

「やめてください、閣下……」

　照れるイサム。

「ともかく公人としても私人としても、この場は動かん」

「船が沈むかも知れないというのに、逃げないネズミばかりじゃのう」

　酒をあおりながら、ドクター・キタグチが言った。

「ま、それもよかろう。一いち蓮れん托たく生しようじゃわい」

　いちばん偉えらい三人が、揃そろって逃げないというので、誰だれも逃げたいなどとは言えなくなった。もしも彼らが逃げれば、我われがちに脱出口へと殺さつ到とうし、収しゆう拾しゆうのつかぬ事態に陥おちいっていただろう。

　そう言う意味で、計算してかどうか、彼らの態度はパニックを鎮しずめること効果絶大であった。タイラーやアザリンが平然としているのを見て、招待客たちは皆、もしかして何とかなるのではないかと思い始めた。

　何と言っても彼らにはジェーンの時の、実績がある。

「閣下……」

　と、カトリは頭こうべを垂れた。

「感服致いたしました……。閣下はそこまで計算されて……」

「僕は何も考えてないよ。買い被かぶるな」

　微笑ほほえむ。

「私も、最後まで閣下の御側に……」

「いいよいいよ」

　とタイラー。

「僕には、ユリコさえいれば──」

「ま……」

　呆あきれるユリコ。

「こんな時だけなのね」

「ついでにハルミさんとレンがいれば、言うことはないが……」

「ふんっ！」

　久々に炸さく裂れつする、ユリコの平手打ち。

「相変わらずじゃのう」

　微笑むアザリン。

「さて、コパコパコの、お手並み拝はい見けんと参るか」




「責任重大でやすね」

『はやぶさ13号』を大おお慌あわてでドックから出しながら、ハンスが言った。眼下に広がる惑星カルイザーの大きさからも、だいぶ高度が落ちているのがわかる。

「ああ。うまくいったら全員、勲くん章しようプラス昇進ものだ」

　とキサラ。

「失敗したら？」

　と、ティー・ソーク。

「全員、ルクサーかホロシリで強制労働かな？」

「そいつは御ご免めんだ」

　と、エミリオ。

「で、どうしますか、艇長？」

「御命令を……」

　全員が、キサラを見た。いまや彼女だけが頼たよりだ。悪い気持ちではないが、さすがにプレッシャーも凄すごい。

「そうだなあ……」

　何とかなるとは信じているものの、考えがまとまらない。

「おい、シゲチヨ」

　と、補助席のシゲチヨを見る。

「おまえ、あたしの考えを当ててみろ！」

　つまり『何かいい案はないか？』と、尋たずねているのである。

「わからないよ」

　と、狭せまい補助席でシゲチヨは言った。ただでさえ狭い『はやぶさ13号』のコックピットである。定員以外では余分に一人乗せるのが精一杯なのだ。

「今回ばかりは、キサラの考えていることが皆かい目もくわからないよ！」

「ちっ、役立たずめ！」

　キサラは腹いせに、その赤毛の頭を蹴け飛とばした。

「こんなことならおまえじゃなくて、ハルミさんを乗せて来るんだった。数百倍、役に立ったに違いない！」

　だが、シゲチヨでなければ駄だ目めなのだ、この場合──。

　電子レンジにアースが必要なように、キサラにはシゲチヨという、憤ふん懣まん解消のはけ口がなければ本領を発はつ揮きできないのであった。

『だいぶ苦戦しているな、キサラ』

　通信機から、ラルゴの声が飛び込んできた。

『俺おれにできること、ないか？』

「あるぞ」

　とキサラ。

「落下するステーショナリービルの下に潜もぐり込んで、持ち上げてくれ！」

『無茶言うな！』

　とラルゴ。

『質量を考えろ。『ギュローメ』ごと、燃え尽つきちまわあ!!』

「だけど一分でも二分でも、落下を遅れさせられるだろ！」

『そりゃまあ、そうかも知れんが……』

「考える時間をくれ！」

　混乱していた。

「あたしは親おや父じほど、瞬しゆん時じにして何でもわかるほど頭よくねえんだよ！」

『ようやく認めたな、キサラ……』

　と、ラルゴ。

『だが、それでいいんだ。悩なやめ、悩め！』

「何か、何かないか……」

　必死に辺あたりを見回す。

「おまえらも、一いつ緒しよに考えてくれ！」

「無理ですよ、艇長」

　エンツォが言った。

「俺たちほとんど、義務教育だけの落ちこぼれですぜ」

「だからない知恵絞しぼって、考えろって言ってるんだよ！」

　順じゆん繰ぐりに、部下たちの頭を蹴飛ばす。

「こうすりゃちったあ、思い付くだろ！」

「ひでえ上司……」

　涙ぐむハンス。

「ああ、その通りだよ！」

　と、脳天に踵かかとを落とす。

「なんでもいいから、考えろ！」

　藁わらにもすがる気持ちであったが、それは報むくわれた。

「艇長、前方に──」

　カムジンが叫さけぶ。それは、惑星カルイザーの月であった。

「この惑星にも、天てん然ねんの衛星があったのか……」

「直径三十キロほどですけどね」

「あの星も、透すき通っていやがるな」

「衛星と言うより、ほとんど純粋な氷の塊かたまりですからね」

　成分を分ぶん析せきしながらティー・ソーク。

「宇宙空間だから凍こおっているわけで、溶ければただの水ですよ」

「それだ！」

　キサラは閃ひらめいた。

「ラルゴ!!」

『おう！』

「今からそっちへ移るぞ。シゲチヨと二人だ」

『というと……』

「『光の矢』、使えるな？」

『バッチリだ！』

　目を細め、頷うなずくラルゴ。

『そいつを待ってたぜ！』




「チャンスは一度しかない」

　と、『ギュローメ』のブリッジでキサラは言った。

「照しよう準じゆんを外はずしたら、それで終りだ。おまけに、ちょっとでも狙ねらいが逸それたら、ステーショナリービルまで蒸発させてしまう……。正しよう直じき、成功率は高くない」

「しかし、やるしかねえだろ」

　腕組みしながら、ラルゴ。

「安全性を考こう慮りよするなんて、らしくねえぜ。え、キサラ」

「そうだった」

　頷く。

「やるしかないんだ。『ギュローメ』の軸じく線せんを、ステーションの落下コースに合わせろ。もう一周して、ステーションがあのクリスタルの月と、重なった時が勝負だ！」

「チャンスは、その一瞬ってわけか……」

「そうだ」

　とキサラ。

「もう一周すると、ステーションは大気圏に突っ込んでしまう……」

「なるほど！」

　とようやくラルゴにも、キサラの考えていることがわかった。

「そういうことか……。ところでキサラ」

「ん？」

「いつまでシゲチヨに、その格かつ好こうをさせておく気だ？」

　シゲチヨはまだ、ウエディングドレスを着ていた。海かい賊ぞくどもが、妙みような色目を使い始めているのがわかる。

「すべてが終わるまでだ」

　と、キサラは言った。

「すべてが──」

「うっ、うっ、蛇へびの生なま殺ごろし……」

　さめざめ泣くシゲチヨ。

「いっそひと思いに、殺してくれ～！」

「泣くな！」

　キサラの一いつ喝かつ。

「おまえにゃ、そう簡単に死んでもらっちゃ困るんだよ!!　クム・ナンがいない今、これ以上あたしに寂さびしい想いをさせたら、承知しないわよ！」

「ほう……」

　目を丸くするラルゴ。

「キサラも、変わったなあ……」

　変わらぬのは、シゲチヨは依い然ぜんとして不幸だということだ。それに尽きる。

「とにかく、しくじるなよ、シゲチヨ」

　と、キサラはシゲチヨに言った。

「うまくいったら……あたしが貰もらってやる！」




「タイラー閣かつ下か」

　カプセルスーツを着たディックが、タイラーに近寄ってきた。

「どうやらこの勝負、僕の負けのようですね」

「何のことかな～？」

　とぼけるタイラー。

「僕は何も、知らないよ」

「気に病やむ必要は、ありませんよ」

　ディックは微笑ほほえんだ。

「この茶番で、フヨウグループは大損害を出すでしょうが、それだって僕のポケットマネーで、どうにかなることです。ですから弁償の心配は、ないんですよ」

「そ、そうかね……」

「キサラがシゲチヨさんを選ぶことは、先刻御承知だったのでしょう？」

「どうかなあ……」

　取り敢あえず言げん質ちを取ったので、ようやく口が軽くなるタイラー。

「僕としてはもうちょっと、君にも目があるとは思っていたんだが……」

「とてもとても……」

　首を振るディック。

「でも今回の一件で、僕はますます、キサラのことが好きになりましたよ」

「そんな奇特な奴やつは、シゲチヨくんだけだと思っていたんだがね……」

「彼は尊敬できますよ。長い目で見てキサラをコントロールできるのは、彼だけでしょう。クム・ナン殿でん下かにもできなかったことかも知れない……」

「彼に言ってやってくれたまえ。狂喜するよ」

「ははは……」

「であるからしてェ！」

　会場では、まだヤマモトが、祝しゆく辞じを披ひ露ろうしていた。こちらはいよいよ佳か境きように入ってきたところだ。

「二人が結ばれることは、生を受けた瞬間から決まっていたことであり、何者にも、たとえ神様にもその運命を変えることはできなかったのであります！」

「その通りだ……」

　と、タイラーはしみじみ頷うなずいた。

「この僕にも、二人の心を変えることはできなかった。まったく、お互いどこがいいのかね？」

「二人にしか、わからないことです」

　ディックは言った。

「ねえ閣下、僕のために一曲、弾ひいてくださいよ」

「いいとも！」

　タイラーは、さっとギターを抱かかえ、ディックのために弾き語り始めた。

「ちゃんと練習してきたんだ」

　タイラーがディックに贈おくる曲──。

　それはギルバート・オサリバンの『アローン・アゲイン』であった。

　結婚式の当日に、花嫁に逃げられた男の悲ひ哀あいを唄った曲である。




「さ、さっきから……」

　抱き合ってガタガタ震えながら、イリナが言った。

「足の下に見える海や大陸が、また一段と大きくなったわね」

「やめて！」

　とマスミ。彼女はしっかりと目を瞑つむっていた。

「想像したくない！」

「こ、こういうとき、ガラス張りの床ゆかって怖こわいわよね……」

　とエリザ。

「この式場を造った人、何考えて設計したんだか……」

「きっと、こうなった時の恐怖の相そう乗じよう効果を計算したのよ！」

　とイリナ。

「き、キサラは本当に、なんとかしてくれるのかなあ……」

「そ、そうね……」

「でも、キサラだしぃ……」

「うまくいったって、後で『感謝しろよ』とか言うに決まってる」

「想像したくない……」

「でも、助かりたい！」

「ねえ、イリナ」

　マスミが言った。

「あなた、クム・ナンのことでキサラが落ち込んでいた時、さんざんあの子のこと、いたぶったでしょ？」

「そ、それは……日頃のキサラの行おこないへの報復……」

「あの子、そういう記憶力だけは異常にいいから、きっと忘れてないわよ」

「そうね。キサラときたら自分がやられたことと、自分が恩を売ったことは何があっても忘れないもんね」

　その代わり、自分が親切にされたことや自分が他人を邪じや険けんに扱あつかったことは、三歩歩けば忘れるのだった。

「キサラ、あたしたちを見殺しに……」

「イリナ、あなたが悪いのよ！」

「何言ってんの!?　あの時はあんただってさんざん、キサラの傷口をつんつんしたくせに！」

「あんたほどじゃないわ！」

「破は滅めつだわ～！」

　絶ぜつ叫きようするマスミ。

「あたしたち、ここで死ぬのよ～!!」

「ちょ、ちょっと……」

　さすがにいくらかは冷静なエリザが言った。

「周りのテーブルが、白い目で見てるわよ～」

　周囲は比較的冷静なのに、『亀』テーブルだけが、パニック状態だった。

「キサラ……お願い助けて！」

　しおらしく、手を組んだイリナ。

「もうあなたのことを、トトカルチョの対象になんてしません……」

「あなたを出だ汁しにして、フヨウ家の別荘にただ泊どまりもしません！」

「何よりあなたのシゲチヨくんに、ちょっかいを出してコナかけたりなんて、二度としません。誓ちかいます！」

　キサラが聞いたら、ますます助けたくなくなったかも知れない。

「ちょっとエリザ、そんなことがあったの!?」

「初耳よね～」

「た、例えばの話よ、例えばの……」

　そうこうしている間にも、ステーショナリービルは六万人のＶＩＰを乗せたまま、周回高度を下げていく。もう手を伸ばせば、大陸に指先が届きそうだ。

「もしかしたら、キサラは……」

　マスミが言った。

「いつも、自分を誤ご魔ま化かしていたのかな？」

「なんで？」

「だって、いつも言ってたでしょ。『あたしは本当は、男に生まれたかった』って……。ふと思い出したんだけど……』

「こんな時に？」

「こんな時だから、思い出したのかも……」

　恐怖を紛まぎらわすために、である。

「あれって、噓うそじゃないかな？」

「でも、あれほどいつも言ってたし、疑う根こん拠きよはないわよ」

「だから──」

　マスミは、さらに続けた。

「あれは、あたしたちに言うと同時に、自分に言い聞かせていたんじゃないかしら？　キサラは女に生まれたこと、それほど後こう悔かいしていないと思うな。自分でも、気付いてはいないと思うけど……」

「どうして？」

　尋たずねるエリザ。

「だって──」

　と、マスミ。

「男に生まれていたら、シゲチヨくんと、愛し合えないでしょ？」

「あら、そうでもないんじゃない？」

　とイリナ。

「男同士で愛し合うのも、流は行やりだしぃ……」

「おのれの基準で、物を言うな！」

「ごめん……」

「でも、言われてみれば確かにそうかも……」

「でしょ!?」

　と、イリナ。

「男と男……美しいわよねえ」

「そうじゃなくて……。キサラが自分に噓をついていたことよ。もしかしてキサラは、男に生まれていたとしても、偉大すぎる父親に勝てない自分を知っていたのかも知れない。だから、その逃げ道を自分が女であるというただ一点に求めていたんだわ」

　だんだん、核心に迫せまってきた。

「だって、今まで一度でも、女であることがキサラの行動の妨さまたげになったことがあって？」

「言われてみれば……」

「ない」

「そうよ。キサラがたとえ男でも、今とそう違った人生だとは思えない。だとすれば、やっぱりそれでも父親に及ばないキサラは、けっこうグレてたりしたんじゃないかな？　女であることは、かえってキサラの救いだったのよ。あれだけ偉大な父親に、潰つぶされないためには──」

「う～ん……」

「そっかあ……」

「でも──」

　と、イリナが言った。

「だとすれば、キサラは幸運だわ」

「どうして？」

「だって……あたしは言いたい！」

　イリナは叫さけんだ。

「振り向けばいつも側に、シゲチヨくんがいて、よかったね！」




「へっくしょい！」

「何くしゃみしてる、シゲチヨ！」

　キサラの叱しつ責せき。

「いつあたしが許可した!?　おまえはあたしの許可がなければ、息もしちゃいけねえんだぞ」

「でも……」

　突っ込むシゲチヨ。

「いつもしてるよ」

「それは──」

　キサラは言った。

「いちいち許可していたら、面めん倒どうくさいからだ！」

「毎度のことながら、おめえらを見ていると微笑ほほえましいぜ」

　ラルゴは言った。

「そのちぐはぐな格かつ好こうも、こうしてみるとお似に合あいだって、思えちまう……」

「しみじみ言わないでください！」

　思いっ切り嫌いやがる、花嫁姿のシゲチヨ。

「もう僕、まともに戻もどれない……」

「それはそれで、利用価値はあるな」

　他ひ人と事ごとだと思って、ケタケタ笑うラルゴ。

「少なくとも俺なんかと違って、絵にはなるぜ」

「そう？」

　シゲチヨの目付きが、そろそろアブナい。

「僕、綺き麗れい……？」

「何をやっとるんじゃ!?」

　思い切り背後から蹴け倒たおすキサラ。

「そっちの世界に走ることは、このあたしが断じて許さ～ん!!」

「軌き道どう修正、完了です！」

　セザンが報告した。話が健全路線に修正されると同時に、『ギュローメ』のコースも修正されようとしていた。

「目標、『ギュローメ』の軸じく線せんに乗りました！」

「ようし、いよいよだ」

　とラルゴ。

「チャンスは一度こっきり、やり直しはきかねえぜ！」

「わかってる……」

　キサラは前方進行方向に一直線に並んだ、ステーショナリービルと氷の月を見た。

「あたしはもしかして生まれて初めて、神ってやつに祈ってるぜ」

「どっちかと言えば……」

　と、ラルゴ。

「親父さんに祈った方が、御ご利り益やくてきめんだと思うぜ、どうせならよ」

「かもね」

　と、キサラ。

「だけど、今はまだ無理でも、いつか越えてやる！」

「その意気だ」

「だから、みんな、力を貸してくれ！」

「合がつ点てんだ！」

「もちろんさ!!」

　これが張り切らずに、おれようか。

「クム・ナン……あんたも『そこ』から、力を貸して！」

　はるか宇宙のどこかにいるはずの、クム・ナンに呼びかける。

「だって、あなたが宇宙でいちばん愛してくれた、このキサラの正しよう念ねん場ばなんだよ！」

「あんなこと言ってるぜ」

　ラルゴがシゲチヨを見た。

「いいのか？」

「いいんだ」

　と、シゲチヨはブーケを抱き寄せるようにして、言った。

　こう形容しては本人は嫌がるかも知れないが、キサラなどよりよっぽど、女らしかった。

「それでも僕は……キサラが好きなんだよ！」

「処置なし……」

　肩を竦すくめる、ラルゴ。

「もう勝手に、遥はるか因いん果が地平の果てで、幸せになってくれって感じだな……」

「目標、接近！」

　セザンの、カウントダウン。

「予定されるポイントまで、あと、二分──」

「シゲチヨ……」

　キサラが、囁ささやいた。

「失敗したら、あたしも生きていられねえ」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、シゲチヨ。

「必ず、成功する。キサラのやることだよ」

「でも万が一失敗したら、一いつ緒しよに死んでくれるか？」

「なんでそんなこと、訊きくの？」

　さも不本意そうに、シゲチヨは言った。

「いつも通りに、言ってよね。『一緒に死んでくれ』って！」

「サンキュー、シゲチヨ」

　キサラは一いつ瞬しゆんだけ、微笑んだ。

「……てるぜ、ホント」

　シゲチヨには、聞こえたのだろう。その背中がとてつもなく幸福そうに、ラルゴには見えた。














第三十五章　クライマックスなんですけど









「お～い、シゲチヨ……」

　初夏の陽ひ射ざしが、木こ洩もれ日となって心ここ地ち好よい。

「どこに隠かくれた？　隠れてもムダだぞ。見付け出して、痛い目に遭あわせるぞ！　だから、早く出て来た方が、それだけ利り口こうだぞ～！」

　御おん年とし七歳のビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーは、棒切れ片手に叫さけぶ。

「出て来いシゲチヨ！」

「ここだよ、キサラ」

　茂みがガサッと動いた。

「さっきから、ずっとここにいたんだよ」

　五歳のシゲチヨ・ハス・ヤマモト。当然だが今よりずっと小さい。単純な腕わん力りよくでも、到底キサラには敵かなわない。

「ほう、ええ覚かく悟ごしとるの～」

　棒切れを振り上げながら、舌なめずりするキサラ。

「わざわざ折せつ檻かんされに、出て来るとは……」

　中身も今とそう変わらない、キサラである。

「覚悟おし！」

　だが、シゲチヨが片手に持っている物を一目見た瞬しゆん間かんに、キサラの動きがストップモーションのように止まった。同時に表情も凍こおり付く。

「う──」

　その視線は、シゲチヨが右手に持つそれに、注そそがれていた。

「どうしたの？」

　と、シゲチヨ。

「これ、見付けたの。可か愛わいいでしょ？」

「どこが……」

　額ひたいにじっとりと脂あぶら汗あせさえ浮かべ、キサラは言った。

「どこが可愛いんじゃ……」

「可愛いじゃない」

　シゲチヨの小さな手にそっと握にぎられていたもの──。

　それは青い小さなバッタであった。

「これ、バッタだよ」

　と、何なに気げなく前に差し出す。

「ちゃんと原色昆こん虫ちゆう図ず鑑かんに載のっていたもの……」

　その途と端たん──、

「げえ！」

　と叫んで、キサラが後じさりした。

　シゲチヨには初めて見る、キサラの狼ろう狽ばいであった。

　言うまでもなく、この頃からキサラは、シゲチヨの天敵であった。

　が、同時に彼女は、シゲチヨにとっては実に頼たのもしい庇ひ護ご者でもあった。いじめっ子を蹴け散ちらしてくれたことも、一度や二度ではない。少なくともキサラの側そばにいる以上、シゲチヨは他の子供に苛いじめられることはなかった（その分激しく、キサラにいたぶられはしたが……）。まあ言ってみれば、シゲチヨはキサラというイソギンチャクの側にいる、クマノミのような存在であったのだ。

　頼もしく、絶対的な姐あね御ごであった。

　そのキサラが、小さな虫一匹にこれほど狼狽しようとは──。

「し、シゲチヨ……」

　顔面蒼そう白はくとなり、棒切れを投げ捨てるキサラ。

「そいつを……離せ……」

「なんで？」

　泥どろだらけのスモックを着たシゲチヨは小首を傾かしげ、きょとんとしている。

「こんなに、可愛いのに……」

「うげぇ～」

　思わずぴょんと、跳とびすさった。

「こ、このビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー、宇宙に怖こわい物はないがただ、虫だけは駄だ目めなんだよ！　例外なんだ!!」

「レイガイ？」

「あ、ああ、だから早く、そいつを逃がせ！」

「せっかく捕つかまえたのになあ……」

　未み練れんたらたらのシゲチヨに、

「離せ！」

　とキサラは叫ぶことしかできない。とにかく、無条件で駄目なのだ。無害とわかってはいても、体が拒絶してしまう。

「そいつを離したら、シゲチヨの言うこと、何でも聞いてやるぞ～！」

　とまで、言ってしまった。

「ほんと？」

　シゲチヨの瞳ひとみが、輝かがやいた。

「本当に、何でも聞いてくれる？」

「ああ、本当だ！　あたしが今まで、噓うそついたことあったか～!?」

「いっぱいあるけど……」

「こ、今回だけは正しよう真しん正しよう銘めい、本当だぁ～！」

　キサラはただ、一刻も早く虫の恐怖から解放されたかった。それだけだった。

「じゃあ……」

　と、シゲチヨは言った。

「大きくなったら、僕ぼくと結婚して！」

「わ、わかった！」

　キツツキのように、何度も何度も頷うなずくキサラ。

「結婚してやるから、そいつを離せ！」

「わ～い」

　喜び勇いさんで万ばん歳ざいしながら、シゲチヨはバッタを離した。

「キサラのお婿むこさんだ～、嬉うれしいなったら嬉しいな～!!」

　シゲチヨはここで、考え直すべきであった。

　さらに言うなら、言げん質ちを取った後でも、切り札ふだたるべきバッタを離すべきではなかった。

　だがそれは、すべて大人おとなの後知恵である。当の本人は、舞い上がっていた。

「キサラと結婚だ～！」

「ふっふっふ……」

　腕まくりしながら、投げ捨てた棒切れを拾ひろい上げるキサラ。

「バッタさえいなくなりゃ、こっちのもんよ。おいシゲチヨ～、ようもこのか弱いあたしを、脅きよう迫はくしてくれたの～」

「え……？」

「その罪、万ばん死しに値あたいする！」

　どこからこんな台詞せりふを覚えてくるのであろう。

「天てん誅ちゆう～!!」

「ひ～ん！」

　ボコボコにされる、シゲチヨ。

「あたしと結婚だぁ～!?　七千百億万兆年早はええ!!」

　実際には、十二年ほど早かったわけだ。

　自分に都つ合ごうの悪いことに関しては三歩歩けば忘れる鶏とり頭あたまのキサラはともかく、シゲチヨは今でもその約束を、しっかり覚えていた。

　言ってみればそれが彼の、ただひとつの心の拠より処どころだったのである。

「信じていたよ、キサラ……」

　と、今念願叶かなって彼女と結ばれようとしているシゲチヨ。ま、自分がウエディングドレス姿であることはともかくとして、キサラと並んで新郎新婦、しかも夫婦めおと船ぶね……。

　う～ん、まあ当人が幸せなのだから、これ以上傍ぼう観かん者しやが口を挟はさむべきではあるまい。




「チャンスは、一度こっきりだ」

　と、キサラ。

「『光の矢』は、一発撃ったら次の発射までに数十分かかる。その間にステーショナリービルは、大気圏で燃え尽つきてしまう。くどいようだが、チャンスは一度しかない……」

「わかってる……」

　ごくんと、喉のどを鳴らすシゲチヨ。

「失敗は、許されないよね……」

「俺おれまで緊きん張ちようするぜ」

　とラルゴ。

「まったくこんなのは、一年ぶりかな」

「じゃあいくぞ、二人とも！」

「オッケー！」

「合がつ点てんだ!!」

　すっと、息を吸い込む三人。『ギュローメ』の艦首に仕込まれた『光の矢』を放つには、三人に振り分けられたパスワードが、必要なのだった。

「エネルギー充じゆう塡てん、一二〇パーセント！」

　セザンが叫さけぶ。

『光ノ矢、発射準備完了！　ぱすわーどヲ、ドウゾ！』

　機械の声が言った。

「友情よ！」

　シゲチヨが叫ぶ。

「努力よ！」

　ラルゴが、叫んだ。

「勝利よ!!」

　キサラが、声高らかに告げた。

『ぱすわーど、確認、声せい紋もん、確認……。せーふてぃろっくハ、解除サレマシタ……』

「よし！」

　頷うなずくキサラ。真剣である。

「ターゲットスコープ、オープン！」

　額に汗を浮かべつつ、慎しん重ちように狙ねらいを定める。

「近すぎたら、ステーションに被害が出る。かと言って遠すぎたら、効果がない……。うまく、あの氷の月だけを狙わなきゃ……」

「慎重にな、キサラ」

　とラルゴ。

「冗じよう談だんでなく宇宙の未来は、おまえの腕にかかってる……」

「わかってる！　脇わきからゴチャゴチャ言うな!!　気が散る！」

「あ、ああ……」

「自分で蒔まいた種たねだ。自分で刈かり取ってみせる……」

　照しよう準じゆんを、ロックする。

「いけ！」

『光の矢』が、放はなたれた。




「何をするつもりだ？　キサラ……」

　披ひ露ろう宴えん会場の透とう明めいな壁かべにへばりつき、『ギュローメ』の方を見るイサム・フジ元げん帥すい。

「まさか、我々を安楽死させようというのではないだろうな」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、イサム」

　平然として、タイラーが言った。

「座すわってゆっくり見ていたまえ」

「閣かつ下か……」

「うろたえるな、イサム」

　アザリンが言った。

「パコパコがこれほど、平然と構えておるのじゃ。万にひとつでも、失敗はあるまい」

「そ、そうだね……」

　光の矢の眩まばゆいばかりの光こう芒ぼうが、ステーショナリービルの真下を追い越していった。

　と──、

　その簇やじりは、前方の氷の月に、吸い込まれるように命中したではないか。

「ふ──」

　とタイラーが微笑ほほえんだ。

「狙い通りだ……。まあ合格かな、キサラ……」

　次の瞬しゆん間かん、巨大な氷ひよう塊かいである小衛星は、一瞬にして氷から水蒸気にまで昇しよう華かした。爆発的に体積が増え、膨ぼう脹ちようする。

「そうか──!!」

　イサムにもようやく、キサラの狙いがわかった。

「そうだったのか、氷の月を昇華させ、水蒸気のクッションで！」

　軽い振動が、会場を襲おそった。だが、それは破は滅めつの衝しよう撃げきではなく、起き死し回かい生せいのバウンドだった。膨脹した水蒸気がクッションとなり、落下を続けていたステーショナリービルが、軌き道どう修正されたのだ。

「なんとまあ……」

　ドムが目を剝むいた。

「計算もせずに、咄とつ嗟さにこれだけのことをやってのけるとは……。さすがはタイラーの娘、恐るべし！」

「いいえ、ドム様」

　ハルミⅡが言った。

「私には、わかっていました。必ず成功すると……。これが、キサラさんの魅み力りよくなのです」

「いや、やはり恐るべし、だ」

　静かに首を振りつつ、ドムは言った。

「計算がすべてのアンドロイドを、ここまで心しん酔すいさせるとは──」

「見て！」

　ユリコが叫んだ。

「なんて綺き麗れいなんでしょう!!」

　全員が、息を呑のんだ。

　クッションの役目を終えた水蒸気が、再び小さな無数の結けつ晶しようへと凝ぎよう結けつし、それがちょうど斜ななめから来る太陽光線を反射して、キラキラと輝かがやいたのだ。百兆個のダイヤも、これには及ぶまい。

「うん……」

　頷うなずくタイラー。

「スペース・ダイヤモンドダストだ……」

「ええもん、見させてもらった……」

　床ゆかに胡座あぐらをかき、一いつ升しよう瓶びんを喇らつ叭ぱ飲みしながらドクター・キタグチはさも満足そうに言う。

「一生に一度の、絶景じゃ。酒も美う味まい！　これに較くらべたら、キサラの結婚が破は談だんになったことなど、問題にもならんわい！」

「何言っているんだい、ドクター」

　タイラーが言った。

「何が破談なものか。あれを御ご覧らんなさい！」

　無数のダイヤモンドダストを潜くぐり抜けて、キサラとシゲチヨたちを乗せた『ギュローメ』が、こちらへ飛んで来る。『ギュローメ』の表面にもまた、水蒸気が凝結し、それ自体が巨大なクリスタルのモニュメントと化していた。

「なんて綺麗なのじゃ……」

　アザリンが、目を見張った。

「豪勢を極きわめた朕ちんらの結婚式ですら、これほどではなかった……」

　横目で、イサムを見る。

「やり直したいな……」

「とんでもない！」

　と、彼女の夫は言った。

「あんな面めん倒どうなの、二度と御ご免めんだ！」

「星々が二人を、祝福しているみたい……」

　とは、ユリコの弁。

「幸せになるのよ、キサラ……」

「やはり、こうなりましたか……」

　微笑みながら現れたのは、すっぽかされた花はな婿むこの父、アレクサンダー・フィリップ・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウⅧ世であった。

「あなたの思おも惑わく通りになりましたな、タイラー閣かつ下か」

「いえいえ……」

　と、頭を搔かくタイラー。

「すべてはキサラの選せん択たくですよ。不ふ肖しようの親としては、それを尊そん重ちようしたまでのことです。それより、あなたには多大な御迷めい惑わくと莫ばく大だいな損害を強しいてしまった。お詫わびの言葉もございません」

「はっはっは！　それには及びませんわい」

　フィリップは豪快に笑った。

「実は私も、薄々感付いてはおったのです。こちらも商売人、ぬかりはございませんわい。これを御覧ください……」

　そう言って、あの引き出物の、金杯銀杯セットを取り出す。

「こんなこともあろうかと、保険をかけておきました」

「保険？」

「ええ。ほら──」

　そう言って、金杯銀杯をクリスタルの床の上に落としてみせた。音を立てて割れる、金杯銀杯。

「あ、これは……」

「御覧の通り、瀬せ戸と物ものに鍍金めつきしただけの、まがいものですよ。原価はワンセット、七ギガタイラスといったところでしょうか」

「これは、さすがの僕も一本取られたようですな……」

　頭を搔くタイラー。

「いえいえ、いい夢を見させていただきました」

　微笑ほほえむフィリップ。

「何よりキサラの笑顔を奪うばわずに済んで、いちばんほっとしておるのは倅せがれのディックではないでしょうか……」

「出来た親だ……」

　すっかりお株を奪われてしまった、タイラーである。

「今回のことはともかく、やはり親しん戚せき付き合いをさせていただくべきでしたな。返すがえすも、残念です」

　新婚旅行のやり直しを棒に振ってしまった、タイラー夫妻である。

「しゃあない、今回は自前でやり直そう……」

「それは無理よ、ジャスティ」

　ユリコが言った。

「あたし、当分の間、長い旅行は無理だわ……」

「えっ!?」

　思わず振り返る、タイラー。

「どうして？」

「実は──」

　頰ほおを赤らめ、そっとタイラーに耳打ちするユリコ。

「え～っ!!」

　実に久々に見せる、タイラーの驚きよう愕がくの表情。

「二人目……。いまさら!?」

　十九年ぶりの快かい挙きよであった。

「いやめでたい！」

　さっと乾かん杯ぱいする、ドクター・キタグチ。その片手に握にぎられていたのは、イミテーションの金杯である。

「お聞きになられましたか、フヨウさん」

　くるっと振り向く、タイラー。

「二人目も女の子だった場合……何年先になるかわかりませんが、今度こそそちらと親戚の杯さかずきを交かわさせていただきます！　約束します!!」

「いいでしょう」

　度量を見せる、フィリップ。

「まあ当人たちの意志もありますが、そういうことで……。そうなれば今度こそ、無む垢くの金杯銀杯を、引き出物にさせていただきますよ」

「それまで我々は──」

　普ふ段だんは滅めつ多たに軽かる口くちを叩たたかないドムが言った。

「このイミテーションの金杯銀杯を、大切に保管させていただく。フヨウ家とタイラー家の、破談の記念品として……」

「一見落らく着ちやくじゃ」

　と、アザリン。

「今日は楽しかったぞ」

「じゃ、私が一曲、披ひ露ろう致しましょう！」

　さっとマーティン・ドレッドノート45を取り出すタイラー。

「こういうシーンに、お誂あつらえ向きの曲を──」

　皆、薄々察してはいたが、やはりというか、タイラーが爪つま弾びき始めたのはサイモンとガーファンクルの『サウンド・オブ・サイレンス』であった。

「やっぱし……」

「ここで弾くか、フツー……」

　普通ではないのが、タイラーである。















「下界は賑にぎやかなようだな」

　と、『ギュローメ』からステーショナリービルを見ながら、ラルゴが言った。

「なんだかこっちより、楽しそうだぜ。ここにいる限り、俺はお邪じや魔まな厄やつ介かい者ものみてえだしな……」

　横目で二人を見る。

『お似に合あいだぜ、お二人さん……』

　ラルゴの祝福はセザンを伴ともなって、そっとブリッジから出ることだった。

「あとは、勝手にやんな！」




「おい、シゲチヨ！」

　タキシード姿の、キサラが言った。

「わかっているとは思うが、おまえはとんでもないことをしでかした」

「うん」

　頷うなずくウエディングドレスの、シゲチヨ。

「わかってるよ」

「おまえのおかげで、あたしはせっかく玉の輿こしに乗れるところを、棒に振っちまった。大損だ。この責任は、一生かけて償つぐなって貰もらうからな！　いいな!!」

「わかってる……」

　微笑ほほえむシゲチヨ。頷いたはずみに赤毛がひと房ふさ、ベールからこぼれた。

「ふうん……」

　まじまじと見る、キサラ。

「綺き麗れいじゃねえか。あたしより似合うかもな……」

「うん……」

　泣きながら頷く、シゲチヨ。

「キサラも、カッコいいよ。少女歌劇みたいだ」

「おだてても、何も出ないぞ」

　そこでニカッと笑う。

「それより……」

　ギクッとなる、シゲチヨ。キサラのこの笑顔には、反射的に身がこわばる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。何もしやしねえよ」

　噓うそ八百。

「指輪の交換ってやつを、やらねえとな」

「う、うん……」

「おっ、こんなところに指輪が！」

　ブリッジの床ゆかに落ちていたそれを、拾ひろい上げるキサラ。

「そ、それは……」

　さっと蒼あおざめるシゲチヨ。

「な、ナットじゃないか……」

　そう。ただの何の変哲もない、ボルトを止めるためのナットであった。

「へえ～、シゲチヨ。おまえ目ェ悪いんじゃないの？」

　ここぞと北ほく叟そ笑えむキサラ。

「あたしには、純金無む垢くの結婚指輪にしか、見えないけどなあ……」

「そ、そんな──」

「ほら、遠えん慮りよするな！」

「そ、そんな。それにどう見ても僕の指には合わないようだし……。せ、せめてサイズ合わせを──」

「甘い！」

　ナットを無理やり、シゲチヨの左手薬指に嵌はめ込む、キサラ。

「うぎゃ──────────っ!!」

　シゲチヨの、悲鳴。

　若き二人に、幸多かれ。




「な、なんか騒そう々ぞうしい、結婚式でやすね」

　壁かベ一枚隔へだてた隣となりの船室で聞き耳を立てながら、冷汗のセザン。

「気のせいだろ……」

　無理に微笑もうとする、ラルゴ。

「あの二人、幸せなんでしょうか？」

「さあな。どっちにせよ、俺たちの関知するところじゃねえや」

「そ、そうでやすね。ハハ、ハハハハハ……」

　虚うつろな笑い。

「ハハハハ……」

　ラルゴも笑う。

　笑うしかない。

「ハハハハ……」

「ハハ、ハハハハ……」

　宇宙に谺こだまする、虚ろな笑い×２──。




「ところであの二人、まともな家庭を築けるのかなあ……」

　今さらながら、心配になったらしいタイラー。

「大丈夫ですわ」

　ハルミⅡが言った。

「私という、優秀な家政婦が付いていますもの。経済観念というものがない新にい妻づまに成り代わり、家計の遣やり繰くりは、任せてください！」

「君に任せておけば、万ばん事じ安心だよ」

　ほっと安あん堵どの、タイラー。

「宜よろしく頼たのむ、ハルミくん」

　あの新婚家庭、当分の間はキサラの艇長としての稼かせぎだけで全すべてやらせようと画かく策さくする、タイラーであった。

「しばらくは世間の荒波というやつに揉もまれてみるのも、悪くないだろう……」

　それが大だい富ふ豪ごうの御おん曹ぞう司しを袖そでにしたキサラに対する、タイラーなりの制裁と言えなくもない。

「ま、それでもあの二人は、宇宙で誰だれよりも、幸せになってしまうんだろうなあ……」

「あら、そうかしら？」

　ユリコがいきなり、タイラーの腕を取った。

「幸せということなら、あたしたちも負けてはいないと思うけど……」

「そ、そうだね……」

　頷うなずくタイラー。

「厄やつ介かい払ばらいして、二度目の新婚生活かあ……」

「キサラの部屋ね」

　と、ユリコ。

「あなたの書しよ斎さいになるはずだったけど、急きゆう遽きよ予定を変へん更こうして、新しい赤ちゃんのための部屋ね」

「とほほ……」

　幸せにはすべて、それなりの代償が必要なものらしい。




「おい、シゲチヨ」

　キサラが尋たずねた。

「いま、何を考えてた？」

「決まっているじゃないか」

　シゲチヨは微笑ほほえんで言った。

「キサラとまったく同じことだよ」

「ぬゎにぃ～！」

　怒ど髪はつ天てんを衝つく、キサラ。

　やおらシゲチヨを、張り倒した。

「こんなのと一いつ緒しよになっちまって、不幸だと～!?」

「ひ～ん。なんか違う……」

　首を絞しめられながら、さめざめと泣くシゲチヨ。

「こうなりゃ一生あたしのために、奉ほう仕しさせたる～！」

「く～っ！」

「その代わり取り敢あえず、死ぬまでは生かしといたるから、慈じ悲ひ深いあたしに感謝せえよ！」

「はい……」

　ああ、シゲチヨ。

　君は、それでいいのか？

　本当に、いいのか!?
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金賞　うちのパパとママ







ゼーアドラー小学校二年Ｃ組




ジャスティ・エドワード・ヤマモト・タイラーⅢ世






　うちのパパとママとは、よくけんかをします。というか、より正しくはパパがママに、いっぽうてきにぶちのめされて終わります。そんなときパパは、

「いいんだいいんだ、どうせぼくなんて……」

　といじけて、ぼくや弟たちの同情をひこうとします。それがパパの、いつもの手口ですが、そんなものママには通用しません。

　そんなとき、ママのもちだすきりふだは、こうです。

「シゲチヨ（それが、パパの名前です）、あたしはあんたのせいで、玉のこしに乗りそこねたんだからね。一生、せきにんとってちょうだい！」

　これには、パパもたじたじです。パパもよっぽど、そのことを気にしているようです。ママはもしかすると、大金持ちとけっこんしていたのかもしれないそうで、もしそうならぼくも、いまごろは『おんぞうし』で、『おぼっちゃま』とか呼ばれて、運転手つきで黒いこうきゅう車を乗り回していたかもしれません。でも、もしパパがママとけっこんしていなければ、ぼくは生まれていないわけで、それにいまのうちも、大ふごうとは言えないまでも、まあそこそこにお金持ちなので、ぼくはまんぞくしています。弟や妹も、それでいいと言っています。ママはおこるとこわいけれど、ふだんはとってもやさしいし、気げんのいいときには、いっしょにプロレスごっこをしてくれます。ぼくはママからおそわったプロレスのひっさつわざで、クラスではむてきです。パパはぼくらのいいなりで、いつもおどおど、何かにおびえていますがやさしいいいパパです。

　パパもママも、わくせいれんごううちゅう軍の軍人です。パパはしょうさで、ママはじゅんしょうです。ママのほうがずっとえらいというのも、二人を見ていればよくわかります。

　でも、ふたりのおじいちゃんは、どちらももとげんすいで、ママよりえらいんだそうです。

　ぼくにはふたりの、おじいちゃんがいます。とくにママのほうのおじいちゃんは、うちゅうでいちばんえらいんだそうです。そうは見えないけど……。ぼくにはとてもやさしい、いいおじいちゃんです。がっぽりお小づかいをくれるし、いつもぶわっはっはと、ごうかいに笑っています。何がそんなに楽しいのかわからないけれど、いつもたのしそうにしています。よく、ぼくたち兄弟をヨットに乗せてくれますが、そんなときのジャスティおじいちゃんはうちゅうの男というかんじで、とっても好きです。長生きしてほしいですが、本人に言わせると、

「まだまだ、ようやく人生おり返し点だ」

　ということです。長生きしそうです。

　もうひとりのマコトおじいちゃんは、ジャスティおじいちゃんにくらべると気のどくです。いつもむっつりしていますが、とつぜん、おいおいと泣きはじめることがあります。そんなときマコトおじいちゃんは、

「軍人とは、かくあるべきだ」

　と、ぼくらにせっきょうをたれはじめるのです。はっきり言ってこれはめいわくいがいのなにものでもありません。そんなとき、ぼくらはじっとがまんして、せっきょうが終わるのをまちます。

　でも、ふだんのマコトおじいちゃんは、いい人です。ジャスティおじいちゃんのぶかだったそうで、ジャスティおじいちゃんをとてもそんけいしています。せっきょうさえたれなければ、やさしい、りっぱなおじいちゃんです。じびょうのいつうで、入いんしていることが多いけれど、やっぱり長生きしてほしいです。でも、運がわるいんだよなあ……。

　おじいちゃんたちのせいかくは、そのままパパとママにはんえいされているように見えます。ひとことで言うと、パパのかけいは運がわるくて、ママのかけいはとっても運が強いです。ぼくはそのりょうほうのかけいをついでいるわけで、どっちににるか実はとってもしんぱいしています。かっこ笑いかっことじる。

　そんな話をするとママはいつも、

「だいじょうぶよ、エド。あなたはぜったい、ママににているんだからね。いずれ、うちゅうを手に入れるのよ」

　と言ってくれますが、パパを見ているとやっぱりしんぱいだ。

　ぼくは、ぼくの中にはママからうけついだきょう運と、パパゆずりのあく運とがどうきょしているのだと思います。ぼくの今までの八年の人生は、それをしょうちょうしているかのようです。運がよかったり、わるかったりの、くり返しです。

　ところで、ぼくのジャスティ・タイラー三せいという名前のゆらいですが、これはジャスティおじいちゃんからかぞえて三代目という意味だそうです。ぼくのフルネームは、ジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラーⅢ世というそうで、ぼくにもおぼえきれません。しょうらい、役所で名前を書くときに、くろうしそうです。でも、たいていはジャスティ・エドワード・ヤマモト・タイラーⅢ世でまにあうそうです。ふだんは、エドワード・タイラーⅢ世です。うちでは、もっとちぢめて『エド』です。

「なんたって、エドは次のしゅやくだからね」

　と、ママは言います。ぼくにはよくいみがわかりませんが、なんとなくワクワクします。

「いずれはうちゅうを、ぎゅうじるんだよ」

　と、ママはいいます。

「おじいちゃんのようにね」

　でも、ママはわすれている。ぼくの体の中には、ジャスティおじいちゃんだけでなく、あのかわいそうなマコトおじいちゃんの血も、みゃくみゃくとながれているんだから……。

　どっちににても、ぼくの人生ははらんばんじょうなようです。

　ところで、ぼくのうちは、いつもにぎやかです。タイラーおじいちゃんの家には、カツヤおじさんとノリカおばさんがいます。でも、カツヤおじさんはぼくと三つしかはなれていません。ノリカおばさんはぼくとおない年で、おばさんと言うより、いとこみたいです。二人はいつもぼくにアドバイスをくれる、いい友だちという感じです。

　マコトおじいちゃんは子だくさんで、おじさんおばさん、いとこもたくさんいますが、ぼくから見ると、そのたおおぜいという感じです。カツヤやノリカ（ふだんはおじさん、おばさんなんてよばないです）のインパクトにはとてもかないません。いつも楽しいことをいっしょにやってくれたり、わるいことをそそのかしたりします。ふたりともぼくの大しんゆうです。

　そうそう、ぼくにはとうぜん、おばあちゃんもふたりいます。

　ユリコおばあちゃんは、ジャスティおじいちゃんのおくさんで、むかしはとってもびじんだったそうです。今でもびじんです。やさしい、いいおばあちゃんです。でも、ぼくが好きなのはマコトおじいちゃんのところの、シアおばあちゃんです。とっても若くて、ぼくと同レベルであそんでくれるのです。けんかのやりかたをおしえてくれたのも、シアおばあちゃんです。ママに言わせるとぼくのせいかくは、このシアおばあちゃんにいちばんにているんだそうです。むずかしい言いかたでは『かくせいいでん』と言うそうです。

　ぼくのどこがシアおばあちゃんににているのかというと、それははげしいせいかくです。パパに言わせると、

「エドはかんじょうのきふくがはげしいねえ」

　ということです。たしかにさっきまで笑っていたかと思うと、もう泣いていたり、かと思うとおこっていたりします。じぶんのはげしい心を、じぶんでもどうにもならないこともあります。

「しんぱいだよ」

　と、くろう人のパパは言います。

「エドは大きくなったら、みかたも多いけど、てきもいっぱいつくるんじゃないかな」

　と言っています。でもなまじむのうなみかたよりも、つよいてきのほうがずっとだいじなんだよと、ジャスティおじいちゃんはいつも言ってるから、気にしないもんね！

　たしかに、ぼくはがっこうで、よくけんかをします。でも、どうきゅう生にまけたことはいちどもありません。シアおばあちゃんにきたえられているし、ママからはプロレスわざをいっぱいおそわっているからです。

　たまに、上きゅう生にいじめられることもあります。でも、そういうときは、ぼくにはきりふだがあります。

　ジャスティおじいちゃんに、つげ口するんです。ひきょうだけど、そのときぼくはまだ一年で、あいては六年生だったから、しかたありません。

「おじいちゃん、なんとかしてよ」

　とたのむと、ジャスティおじいちゃんは、

「ほっほっほ……」

　と、ただしずかに笑っていました。

　それからしばらくして、その六年生はいなくなりました。なんでもお父さんのつとめていた会社がとつぜんつぶれて、一家でよにげしたそうです。ぼくのじんみゃくをなめると、こういう目にあうんだぞ。同じようにぼくをいじめた先生は、へんきょうわくせいのぶんこうに『させん』されました。なんでもせいとは六人しかいないぶんこうだそうです。ジャスティおじいちゃんはなんと言ってもむかし大とうりょうだったので、きょういくいいんかいにもコネがあるんだそうです。

　そんなわけで、気にくわないやつがいると、ぼくはいつもおじいちゃんに、そっとおねだりするのです。

「おじいちゃん、あいつ『とばし』てよ」

　……って。おじいちゃんはいつも、

「ほっほっほ……」

　と笑っています。えらいのです。

「そうか、エドをいじめるわるいやつか。今はまだいいけど、大きくなったらもっとわるいやつがでてくるよ」

　と、ジャスティおじいちゃんは言います。

「そうなったら、今は『とばす』くらいでいいけど、もっとわるいやつはいっそ、海にうかしてしまおうねえ」

　と、おじいちゃんは言いました。そのときおじいちゃんの目が、きらりと光りました。おじいちゃんのかおは笑っていたけど、とってもこわかったです。

　でも、おじいちゃんをこわいと思ったのは、そのときだけです。

　おじいちゃんのじんみゃくには、あなどれないものがあります。なにしろ、ラアルゴンてい国こうていのアザリンさまともおともだちなんだもの。アザリンへいかはジャスティおじいちゃんのことを『パコパコ』とよびます。ぼくもいっぺんふざけておじいちゃんのことを『パコパコ』とよんだら、あとでマコトおじいちゃんにすごくおこられた。うちゅうでジャスティおじいちゃんのことを『パコパコ』とよんでいいのは、アザリンさまだけみたいです。でも、ジャスティおじいちゃんは、

「ヤマモトくん、いいんだよ」

　と、笑っていました。

「エドには、そうよばせておこうじゃないか」

　と言いました。マコトおじいちゃんは、

「はあ……」

　と、だまってしまいました。

　ジャスティおじいちゃんには、こぶんがたくさんいます。マコトおじいちゃんもそのひとりです。イサムおじさんはアザリンさまのだんなさんで、軍ではいちばんえらいそうですが、ジャスティおじいちゃんには頭が上がりません。

　おじいちゃんは、えらいのです。

　おじいちゃんはときどき、ぼくをひざの上にだいて、頭をなでながら、

「なあエド。おじいちゃんのじんみゃくは、エドがぜんぶひきつぐんだよ」

　と言います。どういう意味かよくわかりませんが、たいへんそうだなあと思います。そのプレッシャーに、ぼくはたえられるんだろうか？　パパやマコトおじいちゃんを見ていると、ふあんになります。そんなときは、ママやジャスティおじいちゃんの生きかたを、さんこうにすることにしています。

　ぼくの兄弟は、弟と、妹ふたりです。もうじき、もうひとりふえます。子だくさんは、パパのかけいのようです。

　弟のカール・ハインツ・ヤマモト・タイラーはぼくよりもずっとおとなしいせいかくです。でも、パパゆずりのハンサムになるだろうと言われています。ママのしんゆうのイリナおばさんは、カールのことを、

「たんびな顔だちね。先が楽しみよ」

　と言います。『たんび』って、どういうことなのかぼくにはよくわからない。

　そうそう、イリナおばさんはとってもお金持ちです。なぜって、ママがパパとけっこんして、大ふごうのディックおじさんを『ソデ』にしたとき、そのあとがまにちゃっかりすわってしまったのがイリナおばさんだからです。ディックおじさんはうちゅう一の大ふごうです。ガラスケースの中から出られないけれど、ジャスティおじいちゃんにもまけない『けんりょく』をもっています。

　イリナおばさんとの間に、じんこうじゅせいで子どもがいます。その子どもというのは、ケンちゃんことロナルド・ケン・カーネギー・デュポン・ミツイ・イワサキ・ロックフェラー・フヨウＸ世で、今、ぼくのクラスのとなりのせきにいます。ぼくたちは大のなかよしです。ケンちゃんはお父さんとはちがってガラスケースの外でも平気な体です。とってもわんぱくで、頭もよくて、それいじょうにわるぢえがはたらきます。ふたりでやったわるさは、かぞえきれないくらいです。ケンちゃんはカツヤやノリカともなかよしで、四人そろうと、ぼくらはむてきじょうたいになります。カツヤがリーダーです。四人はそれぞれトランプのカードにあやかった名前をもっています。これも、カツヤが考えたことです。カツヤがスペードのキング、ノリカがハートのクィーン、ぼくがダイヤのジャック、そしてケンちゃんがクラブのエースです。それぞれたんとうがあって、カツヤはけいかくし、ノリカはさんぼうで、ぼくがじっこうします。ケンちゃんは親ゆずりのざいりょくで、それを『しえん』するのです。チームワークは、バッチリです。

　大人たちはぼくら四人のことを、

『悪がきカルテット』

　とか、

『小あくまどうめい』

　とかよんでおそれています。

　ぼくにも、今から『じんみゃく』があるようです。

　ふたりの妹、マーガレットとシャミーは、まだ小さいですが、せいかくはさすがにママの子です。ゆだんもスキも、ありません。でも、ぼくにはかわいい妹たちです。

　これが、ぼくのにぎやかな一家です。ぼくの人生は、けっこうじゅうじつしていて、今からうちゅうを手に入れるのが楽しみです。どんなはばつを、きずいてやろうかなあ……。

　あ、そうそう。実はこのあいだ、たいへんなことがあったのです。

　ぼくの家が、となりの火事をかぶってまるやけになってしまったのです。

　パパはやけあとでぼうぜんとしていました。でも、家ぞくのだれにもけががなくて、よかったです。こういうのを、『ふこうちゅうのさいわい』と言うそうです。

　でも、神さまもすてたもんじゃありません。

　あたらしい家がたつまでのあいだ、ぼくたち一家はおじいちゃんが買ってくれたきんじょのマンションにひなんしていましたが、そのマンションのとなりのへやにすむ、とってもかわいい女の子と知り合いになれたのです。

　まっかなほっぺに、赤いマフラーがとてもよくにあう女の子で、名前はマチコちゃんといいます。

　ぼくは、マチコちゃんに、ひとめぼれしてしまいました。

　いつもなかよく、マチコちゃんとあそんだのです。

　マチコちゃんも、ぼくのことが好きだと言ってくれました。二人はいっしょにおくじょうのベランダに並んで、しずんでいく夕日を見ながら、しょうらいをちかいあったのです。家にかえってママにそのことを言ったら、大笑いされました（言うんじゃなかった……）。

　でも、ぼくの家が新しくなって、ひっこしてからマチコちゃんには会っていません。家があたらしくなったのはうれしいけど、マチコちゃんに会えなくなったのはさびしいです。しばらくしてマチコちゃんのへやに行ってみたけど、マチコちゃんの一家は、ひっこしてしまっていました。マンションのかんり人さんにきくと、三日ほど前に、あわただしくひっこしていったそうです。

　なんでもマチコちゃんのおじいさんも、とってもえらい人だったそうで、マチコちゃんはそのおじいさんにひきとられることになったそうです。ジャスティおじいちゃんと、どっちがえらいんだろうか？

　でも、ぼくはマチコちゃんに会いたい。そこでジャスティおじいちゃんにたのんで、さがしてもらったけど、どういうことかさすがのおじいちゃんにもわからなかったのです。

「はっぽう手をつくしてみたが、ようとしてゆくえがしれない」

　のだそうです。おじいちゃんにも、ふかのうはあったようです。

「しかし、マチコちゃんのおじいさんは、いがいな人物だったよ」

　と、ジャスティおじいちゃんは言いました。

「おまえが大人になったら、せつめいしてあげるが、ちょっとややこしいことに、なるかもしれん……」

　いつもニコニコのジャスティおじいちゃんが、むずかしい顔でそう言うのです。

　いったい、マチコちゃんのはいごに、何があるのでしょうか？

　ぼくは大きくなったら、かならずマチコちゃんをさがしだして、けっこんしようと思っています。笑われてもいいです。それくらい、ぼくはマチコちゃんが好きなのです。

　何年かかってもいいから、またマチコちゃんに会って、気もちをたしかめたいのです。マチコちゃんと交かんし合ったぎんのゆびわだけが、今ではマチコちゃんをさがす手がかりです。マチコちゃんのゆびには、同じぎんのゆびわが光っているはずです。このゆびわは、合わせるとぴったり合うようになっています。ふたりでお小づかいを出し合って、きんじょのおまつりのえんにちで買ったのです。

　そのゆびわを売ってくれたあやしいおじさんは、

「このゆびわはね、ふしぎなゆびわなんだ」

　と言っていました。

「これをはめたものどうしは、かならずいつかまた、めぐり会える」

　ということです。

「でも──」

　と、そのろてんのおじさんは、こうも言いました。

「ゆびわとゆびわが合わさったとき、世にもおそろしいできごとがおこる……」

　なんだかインチキくさいおじさんだったけど、ぼくはそれを信じています。信じずにはいられないような、ふんいきだったのです。

　それに、マチコちゃんに会えるなら、うれしい……。

　ぼくは、マチコちゃんに会いたい。

　どうしても、会いたい。

　いつ、ふたりは会えるのでしょうか？

　それは──、

　なんと、次のシリーズで、ときあかされるのだそうです。

　ぼくは、ずるいげんさくしゃめ、ふつうここでひくか？

　と思います。
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シリーズを終えて









　もうちょっと、続けたかった気もするな……。

　でも、惜しまれつつ有ゆう終しゆうの美を飾るというのも、悪くない。

　キサラは結局、偉大なる父親の掌てのひらの上で踊っただけかも知れない。だが、それはそれで彼女の魅み力りよくを些いささかも減じるものではないのだ。少なくとも、僕ぼくはそう思っている。

　当初、とりあえず『タイラーの娘の話を書く』というスタンスで始まったこのシリーズ、今だから言うが、強ごう引いんな見切り発車と言っても過言ではなかった。実際、第一巻の『暗黒太陽小町』を書き上げた時には、これからどういう方向にもっていくか、まるで決まってはいなかったのだ。あの物語は、どうにでも続けられるようになっていた。それを作者の『逃げ』と取られるのなら、それで構わない。ただ、そこで一いつ旦たん、頭を白紙の状態に戻もどし、冷静に方向を見み極きわめるという作業が、当時の僕には必要だったのだ。テレビシリーズにまでなってしまった偉大な前シリーズを越えられるかどうかという課題は、キサラ以上に僕の上に大きなプレッシャーとなってのしかかっていた。だからキサラの心情には、とてもよく共感できたことも事実だ。

　結果として、キサラがタイラーを越えたとは言い難がたいように、『無責任キッズ』がシリーズとして『宇宙一の無責任男』を越えたとは言い難い。しかし、手て応ごたえとしては前作以上に、確かなものを感じたこともまた事実なのだ。

　とにかく『暗黒太陽小町』の時点では、

「この物語は、こうこうこういう形で続きますよ！」

　と、ひとまず天下に広言しておいて、一定の準備期間を置かないことには、どうにも僕の中で収しゆう拾しゆうがつかなかった。一巻だけ書いておきながら、ほとんど一年近くほったらかしにして他の作品を書いていたのはそういう事情による。基き礎そ工事だけしておいて、後に何を建てるか決めていなかったのだ。その間、関係者の皆様には多大な御ご迷めい惑わくをおかけしたことを、この場を借りてお詫わびしておこう。

　だが結果として、それは正解だった。

　まあその後のキサラの活かつ躍やくの目め覚ざましいこと。これは、とりもなおさず一年の『見極め期間』が有効だった証あかしではないかと、僕は自負している。

　再び書き始めた時にも、キャラクターがあそこまで立っていると、書き進める上で特に苦労はなかった。ただ、ひとつ、作者として心掛けていたことは、

『小説の続きとしても、アニメの続きとしても、読める！』

　というただ一点であった。アニメのフィールドがあそこまで大きくなってしまった以上、それを無視することはできない。むしろ数の上から言えば、アニメから入ってきた読者の方が圧倒的に多いのだ。そんなわけで、前シリーズを読んだことなく、アニメのタイラーから入ってきた読者にも、違い和わ感かんなくすんなり読めるシリーズにはなったのではないかと、自負はしている。その点にのみ、心を砕くだいた。

　もちろん、『宇宙一の無責任男』シリーズからの読者をもないがしろにしたわけではない。そこから読んでいないと、絶対にわからない『お遊び』も随ずい所しよにあるのだ。だから、まだ『宇宙一の無責任男』の方は読んだことがないという方は、これからでも遅くないから読んで、

「ああ、そうだったのか……」

　と、ニヤリとしてください。

　ただ、キャラクターの性格は、特にヤマモトの性格は、小説よりもより多くアニメの方に影えい響きようされているのは仕方がない。執しつ筆ぴつの最中にも、ヤマモトの台詞せりふは全部速はや水み奨しようさんの声で聞こえてきた。それどころか、確実に速水さんのオーバーアクションを見越して書いていたことは否いなめない。もう、彼以外のヤマモトは考えられない（笑）。それほどに、映像メディアの力というのは絶大なのである。侮あなどるべきではなかろう。

　さて、キサラの声も、僕の中ではすっかり矢や島じま晶あき子こさんに定着したようだ。彼女の演じるキサラは、確実に息いき衝づいていることを感じさせる出しゆつ色しよくの演技だった。噓うそだと思う人は、この本が出る頃には店頭に並ぶであろう、アニメイトのＣＤドラマを聴きいて欲しい。彼女の芸歴から──えり子からしんちゃんまで──期待はしていたが、あれほど完かん璧ぺきにキサラを演じ切れる人だとは思わなかった。脱だつ帽ぼうである。そして矢島さん御本人も、実に活いきいきとキサラを演じておられた。あのキャラクターをあそこまで好きになってくださるのなら、原作者としてこれに勝まさる喜びはない。

　その一方で、気の毒だと思うのはシゲチヨ役の置おき鮎あゆ龍りゆう太た郎ろうさんで、まったく彼は演じていてもストレスが溜たまる一方（笑）の様よう子すであった。最後のキレるところでいくらか溜りゆう飲いんを下げておられた様子だったが、もしもあのシーンがなかったら……と、想像するだに恐ろしい。彼は受け身（と言うか、『受け』と言うか……笑）の芝しば居いが絶品だからと、脚本の月つき瀬せゆうか先生の熱ねつ烈れつなる御ご推すい薦せんで置鮎さんに決定したのだが、なるほど、確かに絶品であった。しかし、こわもてな役が多かった彼に、ああいうソフトな演技ができたとは、矢島さんが計算以上と言うのなら、これは嬉うれしい大誤算と言うべきか……。

　ラルゴ役の玄げん田だ哲てつ章しようさんは、これはもうベテランの醍だい醐ご味みということで、あのドラマをおおいに引き締しめていただいた。感謝の言葉もない。イメージと貫かん禄ろくからいって、あれ以外のラルゴはないと断言してしまおう。

　それから、三人娘。ちびムーンとぶーりんと、ミミ子（笑）、もとい、エリザ、マスミ、イリナの三人もそれぞれハマリ役だったと思う。小こ桜ざくらエツ子さん、荒あら木き香か恵えさん、白しら鳥とり由ゆ里りさん。それぞれ主役クラスなので、実に贅ぜい沢たくなキャスティングであった。ところで、キサラと、ラルゴと、エリザとで『アクション仮面』トリオだって、知ってました？

『無責任艦長タイラー』以来の速水奨さん、それに、ユミエミ（笑）役のかないみかさん。実はカセット文庫からのシフト（？）だったキム役の水みず谷たに優ゆう子こさん、それに、アニメとはひと味違う渋いコジローを演じていただいた西にし村むら智とも博ひろさんにも、感謝したい。

　最後に、あの軽けい妙みようなナレーションで作品世界を広げていただいた大おお塚つか芳よし忠たださん。『鉄甲巨兵ＳＯＭＥ―ＬＩＮＥ』秋葉原博士の声で、すっかり大塚さんのファンになってしまった作者としては、願ってもない『影の声』だった。なんだか中年タイラーのイメージは、大塚さんだなとまで思ってしまった（辻つじ谷たにさん、ごめんなさい……）。

　そんなわけで、ドラマ編の方は当分続く予定なので、こちらの方も期待していただきたいと思う。

　さて──、

『無責任キッズ』の方はひとまずこれで一応の完結ということになったが、すぐ次が控ひかえている。

　その名も『無責任カルテット』シリーズ。そう、孫まご世代の物語だ。

　このシリーズのテーマは、もう決まっている。そう、『擦すれ違いドラマ』だ。広い宇宙を舞ぶ台たいに繰くり広げられる、タイラーの孫のエド・タイラーⅢ世とヒロイン・マチコの、紙かみ一ひと重えの擦れ違いドラマ（笑）が、次シリーズの重厚にして深遠な（？）テーマなのである。ラジオドラマになった暁あかつきには、女湯を空にするような物語にしたいと（笑）思っている。御期待いただいて、損はさせない！

　今回は、そうお待たせしないと約束しよう。もう物語は、ほとんど出来上がっている、あとはワープロに向かうだけなのだ。

　というわけで、『無責任カルテット』シリーズの①巻『君の名はマチコ』まで、数ヵ月の御ご辛しん抱ぼうをいただきたい！

　では、ひとまず、これにて──。


平成七年六月　　　　　
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